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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「クリスマス家族会」（担当：親睦活動委員会）

「情報集会報告会 」（担当：クラブ研修委員会）

経済と地域社会の発展月間・米山月間

■ロータリーソング：「それでこそロータリー」　　■ソングリーダー：山原　活志君
■会員数　  99 名
■ビジター　なし
■ゲスト　　なし
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
情報集会報告会 
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

訪問でしたので、石田ガバナー補佐、樋口ガバナー補
佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

第一次世界大戦の捕虜収容で有名な「板東俘虜（ばん
どうふりょ）収容所」の跡地があり、クリスマスで歌
うベートーベンの「第九・歓喜の歌」をドイツ人が日
本で初めて合唱したことでも有名です。現在は「ドイ
ツ村」という観光地になっております。
この地は、四季の果物が生り、春には梅の花と桜の花
が満開で、お遍路さんには最高の場所です。夏、徳島
で行われる阿波踊りスポンサーにロータリーメンバー
が入っており、阿波踊り見物も良い席で楽しめそうで
す。
　いろいろ話しましたが、皆さんの好きなゴルフ場も
ございますのでご安心ください。
以上、会長の私案をお話させていただきました。本日
はありがとうございます。

年功バッジの贈呈　舟木　　博会長
　皆さん、こんに
ちは。当クラブで
長年にわたりロー
タリー活動に貢献
された２名の方に
『年功バッジ』がＲ
Ｉ2500 地区より届

いておりますので、ご紹介させていただきます。
それでは、紹介させていただきます。まずは、在籍
30年・白幡　博君、いらっしゃいませんね。続いて、
在籍 40年・吉田　潤司君、ご登壇ください。

「出席優秀会員として、その功績を称え『年功バッジ』
をＲＩ2500 地区より贈呈させていただきます。在籍
40年おめでとうございます」
（在籍 40年吉田潤司会員へ年功バッジ贈呈）

クラブ研修委員会　委員長　邵　　龍珍　会員
　お疲れ様でござ
います。研修委員
会委員長の邵です。
本日は『情報集会
報告会』というこ
とで、過日 10グ
ループに分けて開
催されました。報告者の皆さん、この後よろしくお願
いいたします。
今年度のテーマは、先ほど会長が想いをお話しされま
したので、その想いを汲んで情報集会のテーマとさせ
ていただきましたことをご理解願いたいと思います。
　

また、コロナの感染が拡大している中で、たくさんの
方がご参加いただいて議論を深めていただいたことに
研修委員会を代表いたしまして感謝を申し上げる次第
でございます。
このあと順次発表をしていただきますが、発表者の皆
さんに１つお願いがございます。10グループは初め
てです。１人３分お話されても30分かかりますので、
できれば２分半ほどで終わらし願いたいと思います。
しご登壇されてその店や参加者・日にちなどは割愛し
て本文に入って、起承転結３分以内に発表をしていた
だければ素晴らしいロータリアンではないかと思いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
また諸事情がございましてＤグループ・土橋副会長か
ら発表をしていただいて、その後、Ａ・Ｂ・Ｃと流れて
いきますので、ご登壇、また降壇された後には次のグ
ループの方がと、速やかな流れにしていただければあ
りがたいと思います。よろしくお願いいたします。
それでは、Ｄグループ土橋副会長よろしくお願いいた
します。

Ｄグループ土橋　賢一君
　こんにちは。Ｄグ
ループは人材不足
ではありませんが、
副会長だからと
いって許されませ
ん。
前向きな舟木会長

の後にちょっと言いづらいのですけれども、Ｄグルー
プ副会長の私ではなくＤグループメンバーの一員とし
てお聞きいただければと思います。
　タイムリーにも台北中央ロータリークラブとの姉妹
締結が５年経ちまして、来年の５月にそのあとをどう
しょうかと昨今議論されているところですけれども、
偶然にも周年やガバナーが輩出されて、地区大会が
あったり、そのような関係がありまして、毎年のよう
に行ったり来たりになっていたものですから、皆さん
「負担感」を感じておられる方が多々おられるのでは
ないかと、その上に今回のテーマですから、果たして
本当に大丈夫かと、ですから決して友好クラブを作る
ことが悪いことではないことは百も重々分かっていま
すので、今はコロナも相まって、アクセルを踏んだり
離したり、踏んだり離したりというような心持ちです
から、この話をするのには一番良くない時期だったの
かという感じは受けております。
　１人２分半ですから、秒針が付いていないので分か
らないのですけれども、決して友好クラブを作ること
が悪いことではないと分かっていますので、このコロ
ナが終息した後、またみんなでゆっくり、どうして行っ
たら良いかを検討していただきたい。ということがＤ

グループの意見でした。
　以上です。ありがとうございました。

Ａグループ織田　　亨君
　Ａグループは織
田が発表させてい
ただきます。私た
ちは、11月９日月
曜日、新型コロナ
ウイルス感染が道
内初の 200 名越え

という日で、不安なスタートでしたがお酒が進むにつ
れて、全員が何事もない感じで盛り上がってまいりま
した。まだ当日のメンバーで感染している者はおりま
せんので安心いただければと思います。
　Ａグループは泉先生を中心に、さまざまな釧路市の
歴史等々の話を交えながら、ざっくばらんな会話をさ
せていただいたところです。
そんな中で、まず「当クラブの見聞を広げるために友
好姉妹クラブが必要である」ということはもちろん全
員が一致でした。そして「これは当クラブ単独ではな
くて、釧路 7分区のロータリークラブが合同で行く
方向を探るのが良い」という意見が多くありました。
釧路７分区全体で他のクラブと友好を図ることが一層
の活性化につながるということです。
　そして、選定に当たっては先ほど会長からお話があ
りました音別にある大塚製薬ももちろん、そういう共
通点をきっかけに。例えば鳥取県との交流を模索でき
ないか。また、現在釧路ベイクラブで国内の港湾都市
との交流を図っているので環境が同じ街と交流を図る
ということもどうなのか話しました。また、鹿児島県
産の芋焼酎『真鶴』の鶴と言えば、釧路は『丹頂鶴』。
これを共通項として鹿児島県との交流を模索する、な
どと様々な意見が出されました。
いずれにしても「釧路７分区が合同の形で積極的に進
めて行きたい」という話でした。すみません。以上です。

Ｂグループ山原　活志君
　皆さん、こんに
ちは。Ｂグループの
山原と言います。
よろしくお願いい
たします。Ｂグルー
プは結果的にいう
と、参加した皆さ

ん「姉妹都市の設置は賛成」でした。賛成するにして
も、「当クラブは、転勤の方が多いことから、いろい
ろな情報を持っていることで対応できる」という意見。
あとは「選考委員会等々を組んで、慎重に選考するべ
き」という案がありました。例えば「観光立国ショー

ケースの関係で長崎や石川県の金沢」、あとは「同じ
気候同士の所、また逆に違う気候同士の所で行き来が
あって良いのではないか」という意見がありました。
それで面白い意見、「まずは文通から」がありました。
以上、Ｂグループでした。ありがとうございます。

Ｃグループ森村　好幸君
　皆さん、こんに
ちは。Ｃグループ・
サブリーダーの森
村です。Ｃグループ
は 11月６日に八千
代さんで行われま
した。そのご報告

をしたいと思います。「炉辺会議」というのが私には
よく分からなかったのですけれども、その名のとおり
お酒を酌み交わしながら終始和やかに進められたと
思っています。
クラブとして国内友好クラブの可能性と是非なども含
めていろいろな討議がされました。最初はランダムに
都市の名前が上がってきました。その中で一番多かっ
たものが沖縄でした。友好クラブとして締結するので
あれば会員の皆さんが楽しく何度も交流できる場所が
良いのではないか。行きたい場所が良いのではないか。
そのような理由だったと思います。ただ沖縄にも複数
のクラブがあるので、そのクラブ同士の格も考慮すべ
きではないのかとの意見もありました。
その沖縄ということで、友好クラブを提携する意義は
何だろうとなりましたけれど、「特に見当たらない」
という話になりました。大義名分からいくと、今度は
鳥取が出てきました。「鳥取は釧路市と昭和 38年に
姉妹都市を提携したことで、大義名分では一番良いの
ではないか」となりました。その後、鳥取は鳥取で良
いけれど、会員の皆さんが交流し続けられるような所
か、あまり妥当ではないのでは、という話にもなりま
した。話が多方面にわたりタイムアップになってしま
いました。
まとめとしては、友好クラブとしては、釧路ロータリー
クラブ会員が行きたい場所であること。互いのクラブ
としての格を考慮すること。クラブ間の地理的な距離、
費用負担等も考慮して慎重に考えるべき、という意見
になりました。また相手側の意志も十分必要で、相思
相愛がベストですね。でまとまったと私はそう思って
います。どうもありがとうございました。

Ｅグループ柴崎　主悦君
Ｅグループの柴崎です。短くしようと思っていたとこ
ろで、急にそんなことを言われても長くなるわけはな
いので、チャッチャと終わらせたいと思っております。
Ｅグループは、私もリーダーの芦名さんも、ロータリー

の年数は長くない
ものですから『台
北との経過』をい
ろいろ教えていた
だきました。
その話の中で、こ
れから友好を結ぶ

のは良いけれども「まず一度、そこを検証してみる必
要がある」というお話が先輩、割と古い方々からあり
ました。飲みながら話をしていく中で、皆さんからも
お話があったように「釧路市の友好都市・鳥取」や「秋
田の湯沢」、「鶴が縁で岡山」、「鹿児島の出水」はどう
か、という話がありました。
いずれにしても、「大義名分、なぜそことなのかが大
事ではないか」という話。もうひとつは、鳥取なら鳥
取でも良いのですけれども、釧路と同じように鳥取の
街にも幾つものロータリーがあって、どこと友好クラ
ブになるのかを考えなければならない、という話がご
ざいました。
現実的な話としては、できれば釧路から１本で行ける
所、先ほど森村さんからもありましたけれども、行く
のに１日、帰るのに１日であれば頻繁に交流も行われ
にくくなるのではないかという話があり、例えば大阪
から車で１～２時間、あるいは羽田や成田から１～２
時間で行ける所は割と時間もとり易く行き易い所がで
きるのではないか、という話がありました。
ただ、そこを最初に持ってきてしまうと、本末転倒の
話になると思うのですが、「多くの候補の中から選ぶ
のがよい」というお話をさせていただきました。以上
です。

Ｆグループ古谷　守生君
Ｆグループ古谷で
す。よろしくお願
いいたします。皆
さんの机の上に参
加メンバーが書か
れていますけれど、
Ｆグループに樋口

さんのお名前がありますけれど樋口さん当日は欠席さ
れておられました。
現行の台北中央ロータリークラブとの姉妹締結の経緯
を天方直前会長から説明をいただきました。「現在の
台北との交流頻度を見直してから国内の友好クラブを
探してはいかがか」という意見もありました。また「交
流も毎年行っておりますけれど、５年サイクルぐらい
で良いのではないか」という意見もありました。その
意見を言われた方は、１度も交流訪問をしていない方
でして、毎年行かれている方は、「行けば必ず楽しい」
というご意見でした。

国内の友好クラブに関して、市内の近隣クラブでは友
好クラブを作っているところがあるのかを確認したと
ころ、先ほど話しに出ておりましたけれど、釧路ベイ
さんが「全国のベイクラブと交流をしております」と
いうお話を聞きました。じゃ釧路つながりで、先ほど
も話が出ておりました「鶴・製紙業・大塚製薬に関連
のある地域のクラブはどうか」という意見もありまし
た。また「観光名所はあまり考慮しないで、特産物が
あるところが良いのではないか」、「良いゴルフ場も必
要だ」という意見もありました。地域では、「沖縄県・
鹿児島県の南国を冬に訪問をしたい」、また「道内では、
函館方面が良い」という意見もありました。
また、ちょっと変わった意見ですけれど、釧路ロータ
リークラブは、浜辺で会員が 100 人の大規模クラブ
ですけれど、関東以南の山奥で極端に会員の少ない
ロータリークラブを探してみて、仕事が定年になって
暇を持て余している方が３カ月ほど滞在をして、毎週
メイクアップに参加をする、という意見もありました。
最期に、国内のロータリークラブで友好クラブを希望
しているクラブがあるかないかを中央に聞いて見ては
どうかという意見がありました。
以上で、Ｆグループの報告を終了させていただきます。

Ｇグループ得地　哉君
　皆さん、こんに
ちは。Ｇグループの
得地です。Ｇグルー
プは会長が同じグ
ループでして、今
日の会長のお話と
被っていますが、

今更原稿は組み替えられませんのでそのまま読ませて
いただきます。
　まずは、前程としての話ですが、台北中央クラブと
の交流のあり方を見直す時に国内友好クラブを新たに
締結することはとても大切で、小さなクラブでも海外・
国内と複数持っているクラブがあるという話がありま
した。そして、ロータリーのメリットについての話も
出まして、ロータリーは世界的・全国的な広がりがあ
り他クラブのメンバーとのコミュニケーションが取れ
ることが大きなメリットで、またメンバーは地域の有
力者の集まりであり、メンバーのネットワークを広げ
ることにより地域にも大きなメリットが生まれるとい
う話がありました。そこで釧路クラブについて考えた
時、次のような話が出ていました。
釧路クラブは、歴史と伝統のあるクラブであり 100
人規模のクラブとしての格があります。釧路クラブは、
釧路の中でインフルエンサー的な存在です。釧路クラ
ブが、釧路を代表するクラブであり釧路を代表する経
済人の集まりであります。故に友好クラブを検討する

際には、経済界中心の付き合いを勘案することが大切
です。クラブの規模からして友好クラブが３つぐらい
あってもおかしくないクラブです。それなりのクラブ
との付き合いにこそメリットもあると思います。釧路
クラブにとってプラスなのかマイナスなのかが大切で
あり影響力がある所との付き合いが大切です。何より
もみんなが納得することが大切であり、釧路クラブに
とって「ヨシ」とするロジックがなくてはいけません。
コンセプトがブレたらダメです。というような意見が
出ていました。
続いて、友好クラブを検討する時に、釧路は北海道の
外れであり、南の国に憧れがあることが１つのポイン
トである。できれば、直行便かそれに準ずる旅程が組
めることが望ましいという話でもありました。
ここからＧグループの主題になってきて、舟木会長の
お話にも被る部分が出てきます。縁もゆかりもない所
であっても新しい出会いとつながりが生まれる。湯沢
市・鳥取市など釧路市の姉妹都市の関係からのアプ
ローチもあるが、いま釧路クラブとして何を重視して
検討をしなければならないのか、から発展しました。
日本製紙がこの状態の中で何をするか。われわれがで
きることは何なのか。釧路の状況を考えながら友好ク
ラブを考えることは大切である。という展開になりま
した。
そこで具体的に出た地名が徳島です。釧路市音別の大
塚製薬。この辺は割愛します。
　まとめとして、今、日本製紙はこのような状況にあ
る中で、大塚グループは重要なターゲットとなり得る
し商工会議所としても取り組みやすい存在であると思
われ、そのために釧路と先方の経済界の結び付きと民
間での交流を深めることは大切です。大塚グループが
釧路を出て行くことを阻止するためには、鳴門・徳島
の経済人とのコミュニケーションが必要であり、何か
があった時のためにもコネクションと信用が大事で
す。
相手としては鳴門クラブ、ダメであれば徳島クラブと
いう具体的な話もありましたが、経済規模の面から見
ると、鳴門市の人口が約６万人、対し徳島市は 25万
人以上なので徳島市の方がベターではないか。徳島市
を経済的なターゲットに、商工会議所の中核メンバー
がいるクラブをターゲットにして検討をしてはどうか
という話が出ました。
いずれにしても、あくまでも徳島の経済人とのつなが
りが大切であるという内容でした。
　以上、雑駁ですが、Ｇグループの発表とさせていた
だきます。ありがとうございました。

Ｈグループ市橋　多佳丞君
　皆さん、こんにちは。Ｈグループで担当をした市橋
です。奇妙なもので、こういったご縁もあるのかなん

て思ってはいるの
ですけれども。い
ると思ったリー
ダーも副リーダー
もいなかったこと
で、皆さんの視線
が私に向いていた
のでとりあえず今ここに立たせていただいておりま
す。
　その情報集会・炉辺会合の中で話されていた内容に
関してですが、いま皆さんがおっしゃっているような
内容が多かったと思っております。やはり日本製紙の
撤退を受けた報道の後だったので、やはり大塚製薬と
いった企業をしっかりとクローズアップして行ったら
どうかという話がありました。鳥取や湯沢という皆さ
んと似たような意見が多かったかと思っております。
それと平行して、台北との付き合い方もしっかりと検
証をしたうえで、続けることは一向に構わない。どう
いう付き合い方をしていくべきなのか、という話があ
りました。
突然振られたので、これくらいしかお話できなくて大
変申し訳ございません。以上で終了させていただきま
す。

Ｉグループ廣部　雅資君
　Ｉグループの廣部です。当日は、お酒も入りました
けれど、相当真面
目に論議ができた
と思いますので発
表をさせていただ
きます。
　まず、討議の前
提として、皆さん
先ほどから台北のお話もありましたけれども、こうい
う話がありました。釧路ロータリーは 100 名以上の
会員が在籍していて地域の中でもリーダー的な存在で
ある。さりながら過去には内向的な一面もありました。
2010 年に台湾・台北との友好関係を築き始めて、
2013 年に台北中央ロータリーとの友好関係を築き、
2016 年のクラブ 80周年の時に台湾中央ロータリー
と提携をしたという経緯を聞きました。
提携については５年が期限で、現在 84周年であと１
年ということもあります。2018 年にアンケートを実
施した話がありました。その内容は、「台北中央ロー
タリーと今後どのような提携をしていった方が良い
か」というアンケートと聞きました。そのアンサーと
して 53.8％の方が「国内クラブとの連携の方が良い」、
15.4% の方が「海外クラブとの提携の方が良い」、そ
して 25.3％の方が「必要ない」という結果だったと
お聞きしております。こういったアンケート結果など

も踏まえながら、今後提携をしていく時にどのように
考えていけば良いかを話しておりました。
その内容としては、「国際理解と親善を目的としたう
えで、われわれと同様の課題があり、ともに活動をす
ることができて、そして長く関係を継続できる所を選
ぶ必要がある。連携をするとしたら人と人との交流・
つながりを大事にしていきたい」。ちなみにですけれ
ども、釧路北ロータリーはイラン、南は韓国、そして
ベイは日本のベイ地域、と提携をしていると聞いてお
ります。
当時の交流で、特別天然記念物の『鶴』と『マリモ』
を台北に贈っているということだったのですけれど
も、天然記念物を贈ることは画期的なことで成果は
あったという話もありました。この鶴は中国系と日本
系の２種類がいるらしくて、日本の固有の鶴はいわゆ
る近親を繰り返しているので身体が小さくなってきて
いることもあり、他の種との交配も必要ということで
非常に重要なことだったとお聞きしております。
次に、選定をしていくにあたって視点はどうなのかで
すけれども、国内友好クラブの選定では「友好をどの
ように考えるかが重要ではないか」という話になりま
した。
２つ視点がありまして、1つは街として・地域として
のつながりに重きをおくのか。もう１つは人としての
つながりに重きをおくということかと思います。街や
地域という意味では先ほどから出てきた長崎や金沢、
徳島と地域性に共通点があるような所という話があっ
たり、また人として、でいうと地区外で見聞を広げる
ことができるということもありました。その中では、
やっぱり№1ロータリー同士で交流を持つこともいい
手ではないかと。合わせて、地の利の良い所と組むこ
とが一番良いのではないかとなりました。例えば、銀
座ロータリーという話なども出てきておりました。
　最後、討議のまとめですけれどもこういった提携は
義務感で参加をするものではなく、ロータリーのメン
バー自身が趣旨を理解したうえで気軽に参加できて、
気軽なメンバーで楽しい交流することが長きにわたっ
て継続できる関係になる。そういう友好関係を築いて
いければ、という話になっております。
これはちょっと私もブルッと震えました。これは誹謗
中傷ではありませんけれど、最後にこんなお話も出て
きました。「十勝は札幌を見ている。だが、釧路は世

界を見ている。このような活動や提携等を通じて釧路
を活性化させて、釧路を『日本のハブ』にしていきた
い」。以上です。

Ｊグループ岩田　信一君
　皆さん、こんに
ちは。Ｊグループの
岩田です。Ｊグルー
プは、リーダー・
副リーダーが良い
のか、資料のとお
り多くの方が参加

していただきました。ありがとうございます。
時間がたくさんあるらしいのですけれども、次年度
85周年を迎え、国内の友好交流をどのようにしてい
くかというテーマで話をさせていただきました。青年
会議所の卒業生が多いということで、「鳥取や暖かい
所で沖縄などと、交流というよりも現地に行って楽し
むことが良いのではないか」「姉妹にしないで友好交
流を目的に楽しめるように」そして「５年スパンで代
えていくのはどうだろうか」「５年間の友好クラブ」「負
担なく各地でゴルフを楽しむ」など、相手のロータリー
次第ですけれども自然消滅しないためにも５年ごとに
代えていくという話がありました。
やはり時間が経つにつれ話が違う方向に行ってしまい
ました。吉田潤司さんが来られたので昔話に花が咲き、
大変有意義な会議でした。ありがとうございます。

クラブ研修委員会　邵　　龍珍委員長　
　発表者の皆さん本当にありがとうございました。わ
れわれの側もせかし過ぎて少し時間が短くなってしま
いました。当日、委員会が各グループの発表者の皆さ
んに「３分しかないのでメモをしてほしい」と言った
のですけれど、今日は本当に皆さん普段ノーペーパー
でお話をされる方が、きちんとスムーズにいくように
準備をしていただいたことに、発表者の皆さんに感謝
を申し上げまして、本日の『情報集会発表会』を終了
させていただきます。
本日はありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

訪問でしたので、石田ガバナー補佐、樋口ガバナー補
佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

第一次世界大戦の捕虜収容で有名な「板東俘虜（ばん
どうふりょ）収容所」の跡地があり、クリスマスで歌
うベートーベンの「第九・歓喜の歌」をドイツ人が日
本で初めて合唱したことでも有名です。現在は「ドイ
ツ村」という観光地になっております。
この地は、四季の果物が生り、春には梅の花と桜の花
が満開で、お遍路さんには最高の場所です。夏、徳島
で行われる阿波踊りスポンサーにロータリーメンバー
が入っており、阿波踊り見物も良い席で楽しめそうで
す。
　いろいろ話しましたが、皆さんの好きなゴルフ場も
ございますのでご安心ください。
以上、会長の私案をお話させていただきました。本日
はありがとうございます。

年功バッジの贈呈　舟木　　博会長
　皆さん、こんに
ちは。当クラブで
長年にわたりロー
タリー活動に貢献
された２名の方に
『年功バッジ』がＲ
Ｉ2500 地区より届

いておりますので、ご紹介させていただきます。
それでは、紹介させていただきます。まずは、在籍
30年・白幡　博君、いらっしゃいませんね。続いて、
在籍 40年・吉田　潤司君、ご登壇ください。

「出席優秀会員として、その功績を称え『年功バッジ』
をＲＩ2500 地区より贈呈させていただきます。在籍
40年おめでとうございます」
（在籍 40年吉田潤司会員へ年功バッジ贈呈）

クラブ研修委員会　委員長　邵　　龍珍　会員
　お疲れ様でござ
います。研修委員
会委員長の邵です。
本日は『情報集会
報告会』というこ
とで、過日 10グ
ループに分けて開
催されました。報告者の皆さん、この後よろしくお願
いいたします。
今年度のテーマは、先ほど会長が想いをお話しされま
したので、その想いを汲んで情報集会のテーマとさせ
ていただきましたことをご理解願いたいと思います。
　

また、コロナの感染が拡大している中で、たくさんの
方がご参加いただいて議論を深めていただいたことに
研修委員会を代表いたしまして感謝を申し上げる次第
でございます。
このあと順次発表をしていただきますが、発表者の皆
さんに１つお願いがございます。10グループは初め
てです。１人３分お話されても30分かかりますので、
できれば２分半ほどで終わらし願いたいと思います。
しご登壇されてその店や参加者・日にちなどは割愛し
て本文に入って、起承転結３分以内に発表をしていた
だければ素晴らしいロータリアンではないかと思いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
また諸事情がございましてＤグループ・土橋副会長か
ら発表をしていただいて、その後、Ａ・Ｂ・Ｃと流れて
いきますので、ご登壇、また降壇された後には次のグ
ループの方がと、速やかな流れにしていただければあ
りがたいと思います。よろしくお願いいたします。
それでは、Ｄグループ土橋副会長よろしくお願いいた
します。

Ｄグループ土橋　賢一君
　こんにちは。Ｄグ
ループは人材不足
ではありませんが、
副会長だからと
いって許されませ
ん。
前向きな舟木会長

の後にちょっと言いづらいのですけれども、Ｄグルー
プ副会長の私ではなくＤグループメンバーの一員とし
てお聞きいただければと思います。
　タイムリーにも台北中央ロータリークラブとの姉妹
締結が５年経ちまして、来年の５月にそのあとをどう
しょうかと昨今議論されているところですけれども、
偶然にも周年やガバナーが輩出されて、地区大会が
あったり、そのような関係がありまして、毎年のよう
に行ったり来たりになっていたものですから、皆さん
「負担感」を感じておられる方が多々おられるのでは
ないかと、その上に今回のテーマですから、果たして
本当に大丈夫かと、ですから決して友好クラブを作る
ことが悪いことではないことは百も重々分かっていま
すので、今はコロナも相まって、アクセルを踏んだり
離したり、踏んだり離したりというような心持ちです
から、この話をするのには一番良くない時期だったの
かという感じは受けております。
　１人２分半ですから、秒針が付いていないので分か
らないのですけれども、決して友好クラブを作ること
が悪いことではないと分かっていますので、このコロ
ナが終息した後、またみんなでゆっくり、どうして行っ
たら良いかを検討していただきたい。ということがＤ

グループの意見でした。
　以上です。ありがとうございました。

Ａグループ織田　　亨君
　Ａグループは織
田が発表させてい
ただきます。私た
ちは、11月９日月
曜日、新型コロナ
ウイルス感染が道
内初の 200 名越え

という日で、不安なスタートでしたがお酒が進むにつ
れて、全員が何事もない感じで盛り上がってまいりま
した。まだ当日のメンバーで感染している者はおりま
せんので安心いただければと思います。
　Ａグループは泉先生を中心に、さまざまな釧路市の
歴史等々の話を交えながら、ざっくばらんな会話をさ
せていただいたところです。
そんな中で、まず「当クラブの見聞を広げるために友
好姉妹クラブが必要である」ということはもちろん全
員が一致でした。そして「これは当クラブ単独ではな
くて、釧路 7分区のロータリークラブが合同で行く
方向を探るのが良い」という意見が多くありました。
釧路７分区全体で他のクラブと友好を図ることが一層
の活性化につながるということです。
　そして、選定に当たっては先ほど会長からお話があ
りました音別にある大塚製薬ももちろん、そういう共
通点をきっかけに。例えば鳥取県との交流を模索でき
ないか。また、現在釧路ベイクラブで国内の港湾都市
との交流を図っているので環境が同じ街と交流を図る
ということもどうなのか話しました。また、鹿児島県
産の芋焼酎『真鶴』の鶴と言えば、釧路は『丹頂鶴』。
これを共通項として鹿児島県との交流を模索する、な
どと様々な意見が出されました。
いずれにしても「釧路７分区が合同の形で積極的に進
めて行きたい」という話でした。すみません。以上です。

Ｂグループ山原　活志君
　皆さん、こんに
ちは。Ｂグループの
山原と言います。
よろしくお願いい
たします。Ｂグルー
プは結果的にいう
と、参加した皆さ

ん「姉妹都市の設置は賛成」でした。賛成するにして
も、「当クラブは、転勤の方が多いことから、いろい
ろな情報を持っていることで対応できる」という意見。
あとは「選考委員会等々を組んで、慎重に選考するべ
き」という案がありました。例えば「観光立国ショー

ケースの関係で長崎や石川県の金沢」、あとは「同じ
気候同士の所、また逆に違う気候同士の所で行き来が
あって良いのではないか」という意見がありました。
それで面白い意見、「まずは文通から」がありました。
以上、Ｂグループでした。ありがとうございます。

Ｃグループ森村　好幸君
　皆さん、こんに
ちは。Ｃグループ・
サブリーダーの森
村です。Ｃグループ
は 11月６日に八千
代さんで行われま
した。そのご報告

をしたいと思います。「炉辺会議」というのが私には
よく分からなかったのですけれども、その名のとおり
お酒を酌み交わしながら終始和やかに進められたと
思っています。
クラブとして国内友好クラブの可能性と是非なども含
めていろいろな討議がされました。最初はランダムに
都市の名前が上がってきました。その中で一番多かっ
たものが沖縄でした。友好クラブとして締結するので
あれば会員の皆さんが楽しく何度も交流できる場所が
良いのではないか。行きたい場所が良いのではないか。
そのような理由だったと思います。ただ沖縄にも複数
のクラブがあるので、そのクラブ同士の格も考慮すべ
きではないのかとの意見もありました。
その沖縄ということで、友好クラブを提携する意義は
何だろうとなりましたけれど、「特に見当たらない」
という話になりました。大義名分からいくと、今度は
鳥取が出てきました。「鳥取は釧路市と昭和 38年に
姉妹都市を提携したことで、大義名分では一番良いの
ではないか」となりました。その後、鳥取は鳥取で良
いけれど、会員の皆さんが交流し続けられるような所
か、あまり妥当ではないのでは、という話にもなりま
した。話が多方面にわたりタイムアップになってしま
いました。
まとめとしては、友好クラブとしては、釧路ロータリー
クラブ会員が行きたい場所であること。互いのクラブ
としての格を考慮すること。クラブ間の地理的な距離、
費用負担等も考慮して慎重に考えるべき、という意見
になりました。また相手側の意志も十分必要で、相思
相愛がベストですね。でまとまったと私はそう思って
います。どうもありがとうございました。

Ｅグループ柴崎　主悦君
Ｅグループの柴崎です。短くしようと思っていたとこ
ろで、急にそんなことを言われても長くなるわけはな
いので、チャッチャと終わらせたいと思っております。
Ｅグループは、私もリーダーの芦名さんも、ロータリー

の年数は長くない
ものですから『台
北との経過』をい
ろいろ教えていた
だきました。
その話の中で、こ
れから友好を結ぶ

のは良いけれども「まず一度、そこを検証してみる必
要がある」というお話が先輩、割と古い方々からあり
ました。飲みながら話をしていく中で、皆さんからも
お話があったように「釧路市の友好都市・鳥取」や「秋
田の湯沢」、「鶴が縁で岡山」、「鹿児島の出水」はどう
か、という話がありました。
いずれにしても、「大義名分、なぜそことなのかが大
事ではないか」という話。もうひとつは、鳥取なら鳥
取でも良いのですけれども、釧路と同じように鳥取の
街にも幾つものロータリーがあって、どこと友好クラ
ブになるのかを考えなければならない、という話がご
ざいました。
現実的な話としては、できれば釧路から１本で行ける
所、先ほど森村さんからもありましたけれども、行く
のに１日、帰るのに１日であれば頻繁に交流も行われ
にくくなるのではないかという話があり、例えば大阪
から車で１～２時間、あるいは羽田や成田から１～２
時間で行ける所は割と時間もとり易く行き易い所がで
きるのではないか、という話がありました。
ただ、そこを最初に持ってきてしまうと、本末転倒の
話になると思うのですが、「多くの候補の中から選ぶ
のがよい」というお話をさせていただきました。以上
です。

Ｆグループ古谷　守生君
Ｆグループ古谷で
す。よろしくお願
いいたします。皆
さんの机の上に参
加メンバーが書か
れていますけれど、
Ｆグループに樋口

さんのお名前がありますけれど樋口さん当日は欠席さ
れておられました。
現行の台北中央ロータリークラブとの姉妹締結の経緯
を天方直前会長から説明をいただきました。「現在の
台北との交流頻度を見直してから国内の友好クラブを
探してはいかがか」という意見もありました。また「交
流も毎年行っておりますけれど、５年サイクルぐらい
で良いのではないか」という意見もありました。その
意見を言われた方は、１度も交流訪問をしていない方
でして、毎年行かれている方は、「行けば必ず楽しい」
というご意見でした。

国内の友好クラブに関して、市内の近隣クラブでは友
好クラブを作っているところがあるのかを確認したと
ころ、先ほど話しに出ておりましたけれど、釧路ベイ
さんが「全国のベイクラブと交流をしております」と
いうお話を聞きました。じゃ釧路つながりで、先ほど
も話が出ておりました「鶴・製紙業・大塚製薬に関連
のある地域のクラブはどうか」という意見もありまし
た。また「観光名所はあまり考慮しないで、特産物が
あるところが良いのではないか」、「良いゴルフ場も必
要だ」という意見もありました。地域では、「沖縄県・
鹿児島県の南国を冬に訪問をしたい」、また「道内では、
函館方面が良い」という意見もありました。
また、ちょっと変わった意見ですけれど、釧路ロータ
リークラブは、浜辺で会員が 100 人の大規模クラブ
ですけれど、関東以南の山奥で極端に会員の少ない
ロータリークラブを探してみて、仕事が定年になって
暇を持て余している方が３カ月ほど滞在をして、毎週
メイクアップに参加をする、という意見もありました。
最期に、国内のロータリークラブで友好クラブを希望
しているクラブがあるかないかを中央に聞いて見ては
どうかという意見がありました。
以上で、Ｆグループの報告を終了させていただきます。

Ｇグループ得地　哉君
　皆さん、こんに
ちは。Ｇグループの
得地です。Ｇグルー
プは会長が同じグ
ループでして、今
日の会長のお話と
被っていますが、

今更原稿は組み替えられませんのでそのまま読ませて
いただきます。
　まずは、前程としての話ですが、台北中央クラブと
の交流のあり方を見直す時に国内友好クラブを新たに
締結することはとても大切で、小さなクラブでも海外・
国内と複数持っているクラブがあるという話がありま
した。そして、ロータリーのメリットについての話も
出まして、ロータリーは世界的・全国的な広がりがあ
り他クラブのメンバーとのコミュニケーションが取れ
ることが大きなメリットで、またメンバーは地域の有
力者の集まりであり、メンバーのネットワークを広げ
ることにより地域にも大きなメリットが生まれるとい
う話がありました。そこで釧路クラブについて考えた
時、次のような話が出ていました。
釧路クラブは、歴史と伝統のあるクラブであり 100
人規模のクラブとしての格があります。釧路クラブは、
釧路の中でインフルエンサー的な存在です。釧路クラ
ブが、釧路を代表するクラブであり釧路を代表する経
済人の集まりであります。故に友好クラブを検討する

際には、経済界中心の付き合いを勘案することが大切
です。クラブの規模からして友好クラブが３つぐらい
あってもおかしくないクラブです。それなりのクラブ
との付き合いにこそメリットもあると思います。釧路
クラブにとってプラスなのかマイナスなのかが大切で
あり影響力がある所との付き合いが大切です。何より
もみんなが納得することが大切であり、釧路クラブに
とって「ヨシ」とするロジックがなくてはいけません。
コンセプトがブレたらダメです。というような意見が
出ていました。
続いて、友好クラブを検討する時に、釧路は北海道の
外れであり、南の国に憧れがあることが１つのポイン
トである。できれば、直行便かそれに準ずる旅程が組
めることが望ましいという話でもありました。
ここからＧグループの主題になってきて、舟木会長の
お話にも被る部分が出てきます。縁もゆかりもない所
であっても新しい出会いとつながりが生まれる。湯沢
市・鳥取市など釧路市の姉妹都市の関係からのアプ
ローチもあるが、いま釧路クラブとして何を重視して
検討をしなければならないのか、から発展しました。
日本製紙がこの状態の中で何をするか。われわれがで
きることは何なのか。釧路の状況を考えながら友好ク
ラブを考えることは大切である。という展開になりま
した。
そこで具体的に出た地名が徳島です。釧路市音別の大
塚製薬。この辺は割愛します。
　まとめとして、今、日本製紙はこのような状況にあ
る中で、大塚グループは重要なターゲットとなり得る
し商工会議所としても取り組みやすい存在であると思
われ、そのために釧路と先方の経済界の結び付きと民
間での交流を深めることは大切です。大塚グループが
釧路を出て行くことを阻止するためには、鳴門・徳島
の経済人とのコミュニケーションが必要であり、何か
があった時のためにもコネクションと信用が大事で
す。
相手としては鳴門クラブ、ダメであれば徳島クラブと
いう具体的な話もありましたが、経済規模の面から見
ると、鳴門市の人口が約６万人、対し徳島市は 25万
人以上なので徳島市の方がベターではないか。徳島市
を経済的なターゲットに、商工会議所の中核メンバー
がいるクラブをターゲットにして検討をしてはどうか
という話が出ました。
いずれにしても、あくまでも徳島の経済人とのつなが
りが大切であるという内容でした。
　以上、雑駁ですが、Ｇグループの発表とさせていた
だきます。ありがとうございました。

Ｈグループ市橋　多佳丞君
　皆さん、こんにちは。Ｈグループで担当をした市橋
です。奇妙なもので、こういったご縁もあるのかなん

て思ってはいるの
ですけれども。い
ると思ったリー
ダーも副リーダー
もいなかったこと
で、皆さんの視線
が私に向いていた
のでとりあえず今ここに立たせていただいておりま
す。
　その情報集会・炉辺会合の中で話されていた内容に
関してですが、いま皆さんがおっしゃっているような
内容が多かったと思っております。やはり日本製紙の
撤退を受けた報道の後だったので、やはり大塚製薬と
いった企業をしっかりとクローズアップして行ったら
どうかという話がありました。鳥取や湯沢という皆さ
んと似たような意見が多かったかと思っております。
それと平行して、台北との付き合い方もしっかりと検
証をしたうえで、続けることは一向に構わない。どう
いう付き合い方をしていくべきなのか、という話があ
りました。
突然振られたので、これくらいしかお話できなくて大
変申し訳ございません。以上で終了させていただきま
す。

Ｉグループ廣部　雅資君
　Ｉグループの廣部です。当日は、お酒も入りました
けれど、相当真面
目に論議ができた
と思いますので発
表をさせていただ
きます。
　まず、討議の前
提として、皆さん
先ほどから台北のお話もありましたけれども、こうい
う話がありました。釧路ロータリーは 100 名以上の
会員が在籍していて地域の中でもリーダー的な存在で
ある。さりながら過去には内向的な一面もありました。
2010 年に台湾・台北との友好関係を築き始めて、
2013 年に台北中央ロータリーとの友好関係を築き、
2016 年のクラブ 80周年の時に台湾中央ロータリー
と提携をしたという経緯を聞きました。
提携については５年が期限で、現在 84周年であと１
年ということもあります。2018 年にアンケートを実
施した話がありました。その内容は、「台北中央ロー
タリーと今後どのような提携をしていった方が良い
か」というアンケートと聞きました。そのアンサーと
して 53.8％の方が「国内クラブとの連携の方が良い」、
15.4% の方が「海外クラブとの提携の方が良い」、そ
して 25.3％の方が「必要ない」という結果だったと
お聞きしております。こういったアンケート結果など

も踏まえながら、今後提携をしていく時にどのように
考えていけば良いかを話しておりました。
その内容としては、「国際理解と親善を目的としたう
えで、われわれと同様の課題があり、ともに活動をす
ることができて、そして長く関係を継続できる所を選
ぶ必要がある。連携をするとしたら人と人との交流・
つながりを大事にしていきたい」。ちなみにですけれ
ども、釧路北ロータリーはイラン、南は韓国、そして
ベイは日本のベイ地域、と提携をしていると聞いてお
ります。
当時の交流で、特別天然記念物の『鶴』と『マリモ』
を台北に贈っているということだったのですけれど
も、天然記念物を贈ることは画期的なことで成果は
あったという話もありました。この鶴は中国系と日本
系の２種類がいるらしくて、日本の固有の鶴はいわゆ
る近親を繰り返しているので身体が小さくなってきて
いることもあり、他の種との交配も必要ということで
非常に重要なことだったとお聞きしております。
次に、選定をしていくにあたって視点はどうなのかで
すけれども、国内友好クラブの選定では「友好をどの
ように考えるかが重要ではないか」という話になりま
した。
２つ視点がありまして、1つは街として・地域として
のつながりに重きをおくのか。もう１つは人としての
つながりに重きをおくということかと思います。街や
地域という意味では先ほどから出てきた長崎や金沢、
徳島と地域性に共通点があるような所という話があっ
たり、また人として、でいうと地区外で見聞を広げる
ことができるということもありました。その中では、
やっぱり№1ロータリー同士で交流を持つこともいい
手ではないかと。合わせて、地の利の良い所と組むこ
とが一番良いのではないかとなりました。例えば、銀
座ロータリーという話なども出てきておりました。
　最後、討議のまとめですけれどもこういった提携は
義務感で参加をするものではなく、ロータリーのメン
バー自身が趣旨を理解したうえで気軽に参加できて、
気軽なメンバーで楽しい交流することが長きにわたっ
て継続できる関係になる。そういう友好関係を築いて
いければ、という話になっております。
これはちょっと私もブルッと震えました。これは誹謗
中傷ではありませんけれど、最後にこんなお話も出て
きました。「十勝は札幌を見ている。だが、釧路は世

界を見ている。このような活動や提携等を通じて釧路
を活性化させて、釧路を『日本のハブ』にしていきた
い」。以上です。

Ｊグループ岩田　信一君
　皆さん、こんに
ちは。Ｊグループの
岩田です。Ｊグルー
プは、リーダー・
副リーダーが良い
のか、資料のとお
り多くの方が参加

していただきました。ありがとうございます。
時間がたくさんあるらしいのですけれども、次年度
85周年を迎え、国内の友好交流をどのようにしてい
くかというテーマで話をさせていただきました。青年
会議所の卒業生が多いということで、「鳥取や暖かい
所で沖縄などと、交流というよりも現地に行って楽し
むことが良いのではないか」「姉妹にしないで友好交
流を目的に楽しめるように」そして「５年スパンで代
えていくのはどうだろうか」「５年間の友好クラブ」「負
担なく各地でゴルフを楽しむ」など、相手のロータリー
次第ですけれども自然消滅しないためにも５年ごとに
代えていくという話がありました。
やはり時間が経つにつれ話が違う方向に行ってしまい
ました。吉田潤司さんが来られたので昔話に花が咲き、
大変有意義な会議でした。ありがとうございます。

クラブ研修委員会　邵　　龍珍委員長　
　発表者の皆さん本当にありがとうございました。わ
れわれの側もせかし過ぎて少し時間が短くなってしま
いました。当日、委員会が各グループの発表者の皆さ
んに「３分しかないのでメモをしてほしい」と言った
のですけれど、今日は本当に皆さん普段ノーペーパー
でお話をされる方が、きちんとスムーズにいくように
準備をしていただいたことに、発表者の皆さんに感謝
を申し上げまして、本日の『情報集会発表会』を終了
させていただきます。
本日はありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

訪問でしたので、石田ガバナー補佐、樋口ガバナー補
佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

第一次世界大戦の捕虜収容で有名な「板東俘虜（ばん
どうふりょ）収容所」の跡地があり、クリスマスで歌
うベートーベンの「第九・歓喜の歌」をドイツ人が日
本で初めて合唱したことでも有名です。現在は「ドイ
ツ村」という観光地になっております。
この地は、四季の果物が生り、春には梅の花と桜の花
が満開で、お遍路さんには最高の場所です。夏、徳島
で行われる阿波踊りスポンサーにロータリーメンバー
が入っており、阿波踊り見物も良い席で楽しめそうで
す。
　いろいろ話しましたが、皆さんの好きなゴルフ場も
ございますのでご安心ください。
以上、会長の私案をお話させていただきました。本日
はありがとうございます。

年功バッジの贈呈　舟木　　博会長
　皆さん、こんに
ちは。当クラブで
長年にわたりロー
タリー活動に貢献
された２名の方に
『年功バッジ』がＲ
Ｉ2500 地区より届

いておりますので、ご紹介させていただきます。
それでは、紹介させていただきます。まずは、在籍
30年・白幡　博君、いらっしゃいませんね。続いて、
在籍 40年・吉田　潤司君、ご登壇ください。

「出席優秀会員として、その功績を称え『年功バッジ』
をＲＩ2500 地区より贈呈させていただきます。在籍
40年おめでとうございます」
（在籍 40年吉田潤司会員へ年功バッジ贈呈）

クラブ研修委員会　委員長　邵　　龍珍　会員
　お疲れ様でござ
います。研修委員
会委員長の邵です。
本日は『情報集会
報告会』というこ
とで、過日 10グ
ループに分けて開
催されました。報告者の皆さん、この後よろしくお願
いいたします。
今年度のテーマは、先ほど会長が想いをお話しされま
したので、その想いを汲んで情報集会のテーマとさせ
ていただきましたことをご理解願いたいと思います。
　

また、コロナの感染が拡大している中で、たくさんの
方がご参加いただいて議論を深めていただいたことに
研修委員会を代表いたしまして感謝を申し上げる次第
でございます。
このあと順次発表をしていただきますが、発表者の皆
さんに１つお願いがございます。10グループは初め
てです。１人３分お話されても30分かかりますので、
できれば２分半ほどで終わらし願いたいと思います。
しご登壇されてその店や参加者・日にちなどは割愛し
て本文に入って、起承転結３分以内に発表をしていた
だければ素晴らしいロータリアンではないかと思いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
また諸事情がございましてＤグループ・土橋副会長か
ら発表をしていただいて、その後、Ａ・Ｂ・Ｃと流れて
いきますので、ご登壇、また降壇された後には次のグ
ループの方がと、速やかな流れにしていただければあ
りがたいと思います。よろしくお願いいたします。
それでは、Ｄグループ土橋副会長よろしくお願いいた
します。

Ｄグループ土橋　賢一君
　こんにちは。Ｄグ
ループは人材不足
ではありませんが、
副会長だからと
いって許されませ
ん。
前向きな舟木会長

の後にちょっと言いづらいのですけれども、Ｄグルー
プ副会長の私ではなくＤグループメンバーの一員とし
てお聞きいただければと思います。
　タイムリーにも台北中央ロータリークラブとの姉妹
締結が５年経ちまして、来年の５月にそのあとをどう
しょうかと昨今議論されているところですけれども、
偶然にも周年やガバナーが輩出されて、地区大会が
あったり、そのような関係がありまして、毎年のよう
に行ったり来たりになっていたものですから、皆さん
「負担感」を感じておられる方が多々おられるのでは
ないかと、その上に今回のテーマですから、果たして
本当に大丈夫かと、ですから決して友好クラブを作る
ことが悪いことではないことは百も重々分かっていま
すので、今はコロナも相まって、アクセルを踏んだり
離したり、踏んだり離したりというような心持ちです
から、この話をするのには一番良くない時期だったの
かという感じは受けております。
　１人２分半ですから、秒針が付いていないので分か
らないのですけれども、決して友好クラブを作ること
が悪いことではないと分かっていますので、このコロ
ナが終息した後、またみんなでゆっくり、どうして行っ
たら良いかを検討していただきたい。ということがＤ

グループの意見でした。
　以上です。ありがとうございました。

Ａグループ織田　　亨君
　Ａグループは織
田が発表させてい
ただきます。私た
ちは、11月９日月
曜日、新型コロナ
ウイルス感染が道
内初の 200 名越え

という日で、不安なスタートでしたがお酒が進むにつ
れて、全員が何事もない感じで盛り上がってまいりま
した。まだ当日のメンバーで感染している者はおりま
せんので安心いただければと思います。
　Ａグループは泉先生を中心に、さまざまな釧路市の
歴史等々の話を交えながら、ざっくばらんな会話をさ
せていただいたところです。
そんな中で、まず「当クラブの見聞を広げるために友
好姉妹クラブが必要である」ということはもちろん全
員が一致でした。そして「これは当クラブ単独ではな
くて、釧路 7分区のロータリークラブが合同で行く
方向を探るのが良い」という意見が多くありました。
釧路７分区全体で他のクラブと友好を図ることが一層
の活性化につながるということです。
　そして、選定に当たっては先ほど会長からお話があ
りました音別にある大塚製薬ももちろん、そういう共
通点をきっかけに。例えば鳥取県との交流を模索でき
ないか。また、現在釧路ベイクラブで国内の港湾都市
との交流を図っているので環境が同じ街と交流を図る
ということもどうなのか話しました。また、鹿児島県
産の芋焼酎『真鶴』の鶴と言えば、釧路は『丹頂鶴』。
これを共通項として鹿児島県との交流を模索する、な
どと様々な意見が出されました。
いずれにしても「釧路７分区が合同の形で積極的に進
めて行きたい」という話でした。すみません。以上です。

Ｂグループ山原　活志君
　皆さん、こんに
ちは。Ｂグループの
山原と言います。
よろしくお願いい
たします。Ｂグルー
プは結果的にいう
と、参加した皆さ

ん「姉妹都市の設置は賛成」でした。賛成するにして
も、「当クラブは、転勤の方が多いことから、いろい
ろな情報を持っていることで対応できる」という意見。
あとは「選考委員会等々を組んで、慎重に選考するべ
き」という案がありました。例えば「観光立国ショー

ケースの関係で長崎や石川県の金沢」、あとは「同じ
気候同士の所、また逆に違う気候同士の所で行き来が
あって良いのではないか」という意見がありました。
それで面白い意見、「まずは文通から」がありました。
以上、Ｂグループでした。ありがとうございます。

Ｃグループ森村　好幸君
　皆さん、こんに
ちは。Ｃグループ・
サブリーダーの森
村です。Ｃグループ
は 11月６日に八千
代さんで行われま
した。そのご報告

をしたいと思います。「炉辺会議」というのが私には
よく分からなかったのですけれども、その名のとおり
お酒を酌み交わしながら終始和やかに進められたと
思っています。
クラブとして国内友好クラブの可能性と是非なども含
めていろいろな討議がされました。最初はランダムに
都市の名前が上がってきました。その中で一番多かっ
たものが沖縄でした。友好クラブとして締結するので
あれば会員の皆さんが楽しく何度も交流できる場所が
良いのではないか。行きたい場所が良いのではないか。
そのような理由だったと思います。ただ沖縄にも複数
のクラブがあるので、そのクラブ同士の格も考慮すべ
きではないのかとの意見もありました。
その沖縄ということで、友好クラブを提携する意義は
何だろうとなりましたけれど、「特に見当たらない」
という話になりました。大義名分からいくと、今度は
鳥取が出てきました。「鳥取は釧路市と昭和 38年に
姉妹都市を提携したことで、大義名分では一番良いの
ではないか」となりました。その後、鳥取は鳥取で良
いけれど、会員の皆さんが交流し続けられるような所
か、あまり妥当ではないのでは、という話にもなりま
した。話が多方面にわたりタイムアップになってしま
いました。
まとめとしては、友好クラブとしては、釧路ロータリー
クラブ会員が行きたい場所であること。互いのクラブ
としての格を考慮すること。クラブ間の地理的な距離、
費用負担等も考慮して慎重に考えるべき、という意見
になりました。また相手側の意志も十分必要で、相思
相愛がベストですね。でまとまったと私はそう思って
います。どうもありがとうございました。

Ｅグループ柴崎　主悦君
Ｅグループの柴崎です。短くしようと思っていたとこ
ろで、急にそんなことを言われても長くなるわけはな
いので、チャッチャと終わらせたいと思っております。
Ｅグループは、私もリーダーの芦名さんも、ロータリー

の年数は長くない
ものですから『台
北との経過』をい
ろいろ教えていた
だきました。
その話の中で、こ
れから友好を結ぶ

のは良いけれども「まず一度、そこを検証してみる必
要がある」というお話が先輩、割と古い方々からあり
ました。飲みながら話をしていく中で、皆さんからも
お話があったように「釧路市の友好都市・鳥取」や「秋
田の湯沢」、「鶴が縁で岡山」、「鹿児島の出水」はどう
か、という話がありました。
いずれにしても、「大義名分、なぜそことなのかが大
事ではないか」という話。もうひとつは、鳥取なら鳥
取でも良いのですけれども、釧路と同じように鳥取の
街にも幾つものロータリーがあって、どこと友好クラ
ブになるのかを考えなければならない、という話がご
ざいました。
現実的な話としては、できれば釧路から１本で行ける
所、先ほど森村さんからもありましたけれども、行く
のに１日、帰るのに１日であれば頻繁に交流も行われ
にくくなるのではないかという話があり、例えば大阪
から車で１～２時間、あるいは羽田や成田から１～２
時間で行ける所は割と時間もとり易く行き易い所がで
きるのではないか、という話がありました。
ただ、そこを最初に持ってきてしまうと、本末転倒の
話になると思うのですが、「多くの候補の中から選ぶ
のがよい」というお話をさせていただきました。以上
です。

Ｆグループ古谷　守生君
Ｆグループ古谷で
す。よろしくお願
いいたします。皆
さんの机の上に参
加メンバーが書か
れていますけれど、
Ｆグループに樋口

さんのお名前がありますけれど樋口さん当日は欠席さ
れておられました。
現行の台北中央ロータリークラブとの姉妹締結の経緯
を天方直前会長から説明をいただきました。「現在の
台北との交流頻度を見直してから国内の友好クラブを
探してはいかがか」という意見もありました。また「交
流も毎年行っておりますけれど、５年サイクルぐらい
で良いのではないか」という意見もありました。その
意見を言われた方は、１度も交流訪問をしていない方
でして、毎年行かれている方は、「行けば必ず楽しい」
というご意見でした。

国内の友好クラブに関して、市内の近隣クラブでは友
好クラブを作っているところがあるのかを確認したと
ころ、先ほど話しに出ておりましたけれど、釧路ベイ
さんが「全国のベイクラブと交流をしております」と
いうお話を聞きました。じゃ釧路つながりで、先ほど
も話が出ておりました「鶴・製紙業・大塚製薬に関連
のある地域のクラブはどうか」という意見もありまし
た。また「観光名所はあまり考慮しないで、特産物が
あるところが良いのではないか」、「良いゴルフ場も必
要だ」という意見もありました。地域では、「沖縄県・
鹿児島県の南国を冬に訪問をしたい」、また「道内では、
函館方面が良い」という意見もありました。
また、ちょっと変わった意見ですけれど、釧路ロータ
リークラブは、浜辺で会員が 100 人の大規模クラブ
ですけれど、関東以南の山奥で極端に会員の少ない
ロータリークラブを探してみて、仕事が定年になって
暇を持て余している方が３カ月ほど滞在をして、毎週
メイクアップに参加をする、という意見もありました。
最期に、国内のロータリークラブで友好クラブを希望
しているクラブがあるかないかを中央に聞いて見ては
どうかという意見がありました。
以上で、Ｆグループの報告を終了させていただきます。

Ｇグループ得地　哉君
　皆さん、こんに
ちは。Ｇグループの
得地です。Ｇグルー
プは会長が同じグ
ループでして、今
日の会長のお話と
被っていますが、

今更原稿は組み替えられませんのでそのまま読ませて
いただきます。
　まずは、前程としての話ですが、台北中央クラブと
の交流のあり方を見直す時に国内友好クラブを新たに
締結することはとても大切で、小さなクラブでも海外・
国内と複数持っているクラブがあるという話がありま
した。そして、ロータリーのメリットについての話も
出まして、ロータリーは世界的・全国的な広がりがあ
り他クラブのメンバーとのコミュニケーションが取れ
ることが大きなメリットで、またメンバーは地域の有
力者の集まりであり、メンバーのネットワークを広げ
ることにより地域にも大きなメリットが生まれるとい
う話がありました。そこで釧路クラブについて考えた
時、次のような話が出ていました。
釧路クラブは、歴史と伝統のあるクラブであり 100
人規模のクラブとしての格があります。釧路クラブは、
釧路の中でインフルエンサー的な存在です。釧路クラ
ブが、釧路を代表するクラブであり釧路を代表する経
済人の集まりであります。故に友好クラブを検討する

際には、経済界中心の付き合いを勘案することが大切
です。クラブの規模からして友好クラブが３つぐらい
あってもおかしくないクラブです。それなりのクラブ
との付き合いにこそメリットもあると思います。釧路
クラブにとってプラスなのかマイナスなのかが大切で
あり影響力がある所との付き合いが大切です。何より
もみんなが納得することが大切であり、釧路クラブに
とって「ヨシ」とするロジックがなくてはいけません。
コンセプトがブレたらダメです。というような意見が
出ていました。
続いて、友好クラブを検討する時に、釧路は北海道の
外れであり、南の国に憧れがあることが１つのポイン
トである。できれば、直行便かそれに準ずる旅程が組
めることが望ましいという話でもありました。
ここからＧグループの主題になってきて、舟木会長の
お話にも被る部分が出てきます。縁もゆかりもない所
であっても新しい出会いとつながりが生まれる。湯沢
市・鳥取市など釧路市の姉妹都市の関係からのアプ
ローチもあるが、いま釧路クラブとして何を重視して
検討をしなければならないのか、から発展しました。
日本製紙がこの状態の中で何をするか。われわれがで
きることは何なのか。釧路の状況を考えながら友好ク
ラブを考えることは大切である。という展開になりま
した。
そこで具体的に出た地名が徳島です。釧路市音別の大
塚製薬。この辺は割愛します。
　まとめとして、今、日本製紙はこのような状況にあ
る中で、大塚グループは重要なターゲットとなり得る
し商工会議所としても取り組みやすい存在であると思
われ、そのために釧路と先方の経済界の結び付きと民
間での交流を深めることは大切です。大塚グループが
釧路を出て行くことを阻止するためには、鳴門・徳島
の経済人とのコミュニケーションが必要であり、何か
があった時のためにもコネクションと信用が大事で
す。
相手としては鳴門クラブ、ダメであれば徳島クラブと
いう具体的な話もありましたが、経済規模の面から見
ると、鳴門市の人口が約６万人、対し徳島市は 25万
人以上なので徳島市の方がベターではないか。徳島市
を経済的なターゲットに、商工会議所の中核メンバー
がいるクラブをターゲットにして検討をしてはどうか
という話が出ました。
いずれにしても、あくまでも徳島の経済人とのつなが
りが大切であるという内容でした。
　以上、雑駁ですが、Ｇグループの発表とさせていた
だきます。ありがとうございました。

Ｈグループ市橋　多佳丞君
　皆さん、こんにちは。Ｈグループで担当をした市橋
です。奇妙なもので、こういったご縁もあるのかなん

て思ってはいるの
ですけれども。い
ると思ったリー
ダーも副リーダー
もいなかったこと
で、皆さんの視線
が私に向いていた
のでとりあえず今ここに立たせていただいておりま
す。
　その情報集会・炉辺会合の中で話されていた内容に
関してですが、いま皆さんがおっしゃっているような
内容が多かったと思っております。やはり日本製紙の
撤退を受けた報道の後だったので、やはり大塚製薬と
いった企業をしっかりとクローズアップして行ったら
どうかという話がありました。鳥取や湯沢という皆さ
んと似たような意見が多かったかと思っております。
それと平行して、台北との付き合い方もしっかりと検
証をしたうえで、続けることは一向に構わない。どう
いう付き合い方をしていくべきなのか、という話があ
りました。
突然振られたので、これくらいしかお話できなくて大
変申し訳ございません。以上で終了させていただきま
す。

Ｉグループ廣部　雅資君
　Ｉグループの廣部です。当日は、お酒も入りました
けれど、相当真面
目に論議ができた
と思いますので発
表をさせていただ
きます。
　まず、討議の前
提として、皆さん
先ほどから台北のお話もありましたけれども、こうい
う話がありました。釧路ロータリーは 100 名以上の
会員が在籍していて地域の中でもリーダー的な存在で
ある。さりながら過去には内向的な一面もありました。
2010 年に台湾・台北との友好関係を築き始めて、
2013 年に台北中央ロータリーとの友好関係を築き、
2016 年のクラブ 80周年の時に台湾中央ロータリー
と提携をしたという経緯を聞きました。
提携については５年が期限で、現在 84周年であと１
年ということもあります。2018 年にアンケートを実
施した話がありました。その内容は、「台北中央ロー
タリーと今後どのような提携をしていった方が良い
か」というアンケートと聞きました。そのアンサーと
して 53.8％の方が「国内クラブとの連携の方が良い」、
15.4% の方が「海外クラブとの提携の方が良い」、そ
して 25.3％の方が「必要ない」という結果だったと
お聞きしております。こういったアンケート結果など

も踏まえながら、今後提携をしていく時にどのように
考えていけば良いかを話しておりました。
その内容としては、「国際理解と親善を目的としたう
えで、われわれと同様の課題があり、ともに活動をす
ることができて、そして長く関係を継続できる所を選
ぶ必要がある。連携をするとしたら人と人との交流・
つながりを大事にしていきたい」。ちなみにですけれ
ども、釧路北ロータリーはイラン、南は韓国、そして
ベイは日本のベイ地域、と提携をしていると聞いてお
ります。
当時の交流で、特別天然記念物の『鶴』と『マリモ』
を台北に贈っているということだったのですけれど
も、天然記念物を贈ることは画期的なことで成果は
あったという話もありました。この鶴は中国系と日本
系の２種類がいるらしくて、日本の固有の鶴はいわゆ
る近親を繰り返しているので身体が小さくなってきて
いることもあり、他の種との交配も必要ということで
非常に重要なことだったとお聞きしております。
次に、選定をしていくにあたって視点はどうなのかで
すけれども、国内友好クラブの選定では「友好をどの
ように考えるかが重要ではないか」という話になりま
した。
２つ視点がありまして、1つは街として・地域として
のつながりに重きをおくのか。もう１つは人としての
つながりに重きをおくということかと思います。街や
地域という意味では先ほどから出てきた長崎や金沢、
徳島と地域性に共通点があるような所という話があっ
たり、また人として、でいうと地区外で見聞を広げる
ことができるということもありました。その中では、
やっぱり№1ロータリー同士で交流を持つこともいい
手ではないかと。合わせて、地の利の良い所と組むこ
とが一番良いのではないかとなりました。例えば、銀
座ロータリーという話なども出てきておりました。
　最後、討議のまとめですけれどもこういった提携は
義務感で参加をするものではなく、ロータリーのメン
バー自身が趣旨を理解したうえで気軽に参加できて、
気軽なメンバーで楽しい交流することが長きにわたっ
て継続できる関係になる。そういう友好関係を築いて
いければ、という話になっております。
これはちょっと私もブルッと震えました。これは誹謗
中傷ではありませんけれど、最後にこんなお話も出て
きました。「十勝は札幌を見ている。だが、釧路は世

界を見ている。このような活動や提携等を通じて釧路
を活性化させて、釧路を『日本のハブ』にしていきた
い」。以上です。

Ｊグループ岩田　信一君
　皆さん、こんに
ちは。Ｊグループの
岩田です。Ｊグルー
プは、リーダー・
副リーダーが良い
のか、資料のとお
り多くの方が参加

していただきました。ありがとうございます。
時間がたくさんあるらしいのですけれども、次年度
85周年を迎え、国内の友好交流をどのようにしてい
くかというテーマで話をさせていただきました。青年
会議所の卒業生が多いということで、「鳥取や暖かい
所で沖縄などと、交流というよりも現地に行って楽し
むことが良いのではないか」「姉妹にしないで友好交
流を目的に楽しめるように」そして「５年スパンで代
えていくのはどうだろうか」「５年間の友好クラブ」「負
担なく各地でゴルフを楽しむ」など、相手のロータリー
次第ですけれども自然消滅しないためにも５年ごとに
代えていくという話がありました。
やはり時間が経つにつれ話が違う方向に行ってしまい
ました。吉田潤司さんが来られたので昔話に花が咲き、
大変有意義な会議でした。ありがとうございます。

クラブ研修委員会　邵　　龍珍委員長　
　発表者の皆さん本当にありがとうございました。わ
れわれの側もせかし過ぎて少し時間が短くなってしま
いました。当日、委員会が各グループの発表者の皆さ
んに「３分しかないのでメモをしてほしい」と言った
のですけれど、今日は本当に皆さん普段ノーペーパー
でお話をされる方が、きちんとスムーズにいくように
準備をしていただいたことに、発表者の皆さんに感謝
を申し上げまして、本日の『情報集会発表会』を終了
させていただきます。
本日はありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

訪問でしたので、石田ガバナー補佐、樋口ガバナー補
佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

第一次世界大戦の捕虜収容で有名な「板東俘虜（ばん
どうふりょ）収容所」の跡地があり、クリスマスで歌
うベートーベンの「第九・歓喜の歌」をドイツ人が日
本で初めて合唱したことでも有名です。現在は「ドイ
ツ村」という観光地になっております。
この地は、四季の果物が生り、春には梅の花と桜の花
が満開で、お遍路さんには最高の場所です。夏、徳島
で行われる阿波踊りスポンサーにロータリーメンバー
が入っており、阿波踊り見物も良い席で楽しめそうで
す。
　いろいろ話しましたが、皆さんの好きなゴルフ場も
ございますのでご安心ください。
以上、会長の私案をお話させていただきました。本日
はありがとうございます。

年功バッジの贈呈　舟木　　博会長
　皆さん、こんに
ちは。当クラブで
長年にわたりロー
タリー活動に貢献
された２名の方に
『年功バッジ』がＲ
Ｉ2500 地区より届

いておりますので、ご紹介させていただきます。
それでは、紹介させていただきます。まずは、在籍
30年・白幡　博君、いらっしゃいませんね。続いて、
在籍 40年・吉田　潤司君、ご登壇ください。

「出席優秀会員として、その功績を称え『年功バッジ』
をＲＩ2500 地区より贈呈させていただきます。在籍
40年おめでとうございます」
（在籍 40年吉田潤司会員へ年功バッジ贈呈）

クラブ研修委員会　委員長　邵　　龍珍　会員
　お疲れ様でござ
います。研修委員
会委員長の邵です。
本日は『情報集会
報告会』というこ
とで、過日 10グ
ループに分けて開
催されました。報告者の皆さん、この後よろしくお願
いいたします。
今年度のテーマは、先ほど会長が想いをお話しされま
したので、その想いを汲んで情報集会のテーマとさせ
ていただきましたことをご理解願いたいと思います。
　

また、コロナの感染が拡大している中で、たくさんの
方がご参加いただいて議論を深めていただいたことに
研修委員会を代表いたしまして感謝を申し上げる次第
でございます。
このあと順次発表をしていただきますが、発表者の皆
さんに１つお願いがございます。10グループは初め
てです。１人３分お話されても30分かかりますので、
できれば２分半ほどで終わらし願いたいと思います。
しご登壇されてその店や参加者・日にちなどは割愛し
て本文に入って、起承転結３分以内に発表をしていた
だければ素晴らしいロータリアンではないかと思いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
また諸事情がございましてＤグループ・土橋副会長か
ら発表をしていただいて、その後、Ａ・Ｂ・Ｃと流れて
いきますので、ご登壇、また降壇された後には次のグ
ループの方がと、速やかな流れにしていただければあ
りがたいと思います。よろしくお願いいたします。
それでは、Ｄグループ土橋副会長よろしくお願いいた
します。

Ｄグループ土橋　賢一君
　こんにちは。Ｄグ
ループは人材不足
ではありませんが、
副会長だからと
いって許されませ
ん。
前向きな舟木会長

の後にちょっと言いづらいのですけれども、Ｄグルー
プ副会長の私ではなくＤグループメンバーの一員とし
てお聞きいただければと思います。
　タイムリーにも台北中央ロータリークラブとの姉妹
締結が５年経ちまして、来年の５月にそのあとをどう
しょうかと昨今議論されているところですけれども、
偶然にも周年やガバナーが輩出されて、地区大会が
あったり、そのような関係がありまして、毎年のよう
に行ったり来たりになっていたものですから、皆さん
「負担感」を感じておられる方が多々おられるのでは
ないかと、その上に今回のテーマですから、果たして
本当に大丈夫かと、ですから決して友好クラブを作る
ことが悪いことではないことは百も重々分かっていま
すので、今はコロナも相まって、アクセルを踏んだり
離したり、踏んだり離したりというような心持ちです
から、この話をするのには一番良くない時期だったの
かという感じは受けております。
　１人２分半ですから、秒針が付いていないので分か
らないのですけれども、決して友好クラブを作ること
が悪いことではないと分かっていますので、このコロ
ナが終息した後、またみんなでゆっくり、どうして行っ
たら良いかを検討していただきたい。ということがＤ

グループの意見でした。
　以上です。ありがとうございました。

Ａグループ織田　　亨君
　Ａグループは織
田が発表させてい
ただきます。私た
ちは、11月９日月
曜日、新型コロナ
ウイルス感染が道
内初の 200 名越え

という日で、不安なスタートでしたがお酒が進むにつ
れて、全員が何事もない感じで盛り上がってまいりま
した。まだ当日のメンバーで感染している者はおりま
せんので安心いただければと思います。
　Ａグループは泉先生を中心に、さまざまな釧路市の
歴史等々の話を交えながら、ざっくばらんな会話をさ
せていただいたところです。
そんな中で、まず「当クラブの見聞を広げるために友
好姉妹クラブが必要である」ということはもちろん全
員が一致でした。そして「これは当クラブ単独ではな
くて、釧路 7分区のロータリークラブが合同で行く
方向を探るのが良い」という意見が多くありました。
釧路７分区全体で他のクラブと友好を図ることが一層
の活性化につながるということです。
　そして、選定に当たっては先ほど会長からお話があ
りました音別にある大塚製薬ももちろん、そういう共
通点をきっかけに。例えば鳥取県との交流を模索でき
ないか。また、現在釧路ベイクラブで国内の港湾都市
との交流を図っているので環境が同じ街と交流を図る
ということもどうなのか話しました。また、鹿児島県
産の芋焼酎『真鶴』の鶴と言えば、釧路は『丹頂鶴』。
これを共通項として鹿児島県との交流を模索する、な
どと様々な意見が出されました。
いずれにしても「釧路７分区が合同の形で積極的に進
めて行きたい」という話でした。すみません。以上です。

Ｂグループ山原　活志君
　皆さん、こんに
ちは。Ｂグループの
山原と言います。
よろしくお願いい
たします。Ｂグルー
プは結果的にいう
と、参加した皆さ

ん「姉妹都市の設置は賛成」でした。賛成するにして
も、「当クラブは、転勤の方が多いことから、いろい
ろな情報を持っていることで対応できる」という意見。
あとは「選考委員会等々を組んで、慎重に選考するべ
き」という案がありました。例えば「観光立国ショー

ケースの関係で長崎や石川県の金沢」、あとは「同じ
気候同士の所、また逆に違う気候同士の所で行き来が
あって良いのではないか」という意見がありました。
それで面白い意見、「まずは文通から」がありました。
以上、Ｂグループでした。ありがとうございます。

Ｃグループ森村　好幸君
　皆さん、こんに
ちは。Ｃグループ・
サブリーダーの森
村です。Ｃグループ
は 11月６日に八千
代さんで行われま
した。そのご報告

をしたいと思います。「炉辺会議」というのが私には
よく分からなかったのですけれども、その名のとおり
お酒を酌み交わしながら終始和やかに進められたと
思っています。
クラブとして国内友好クラブの可能性と是非なども含
めていろいろな討議がされました。最初はランダムに
都市の名前が上がってきました。その中で一番多かっ
たものが沖縄でした。友好クラブとして締結するので
あれば会員の皆さんが楽しく何度も交流できる場所が
良いのではないか。行きたい場所が良いのではないか。
そのような理由だったと思います。ただ沖縄にも複数
のクラブがあるので、そのクラブ同士の格も考慮すべ
きではないのかとの意見もありました。
その沖縄ということで、友好クラブを提携する意義は
何だろうとなりましたけれど、「特に見当たらない」
という話になりました。大義名分からいくと、今度は
鳥取が出てきました。「鳥取は釧路市と昭和 38年に
姉妹都市を提携したことで、大義名分では一番良いの
ではないか」となりました。その後、鳥取は鳥取で良
いけれど、会員の皆さんが交流し続けられるような所
か、あまり妥当ではないのでは、という話にもなりま
した。話が多方面にわたりタイムアップになってしま
いました。
まとめとしては、友好クラブとしては、釧路ロータリー
クラブ会員が行きたい場所であること。互いのクラブ
としての格を考慮すること。クラブ間の地理的な距離、
費用負担等も考慮して慎重に考えるべき、という意見
になりました。また相手側の意志も十分必要で、相思
相愛がベストですね。でまとまったと私はそう思って
います。どうもありがとうございました。

Ｅグループ柴崎　主悦君
Ｅグループの柴崎です。短くしようと思っていたとこ
ろで、急にそんなことを言われても長くなるわけはな
いので、チャッチャと終わらせたいと思っております。
Ｅグループは、私もリーダーの芦名さんも、ロータリー

の年数は長くない
ものですから『台
北との経過』をい
ろいろ教えていた
だきました。
その話の中で、こ
れから友好を結ぶ

のは良いけれども「まず一度、そこを検証してみる必
要がある」というお話が先輩、割と古い方々からあり
ました。飲みながら話をしていく中で、皆さんからも
お話があったように「釧路市の友好都市・鳥取」や「秋
田の湯沢」、「鶴が縁で岡山」、「鹿児島の出水」はどう
か、という話がありました。
いずれにしても、「大義名分、なぜそことなのかが大
事ではないか」という話。もうひとつは、鳥取なら鳥
取でも良いのですけれども、釧路と同じように鳥取の
街にも幾つものロータリーがあって、どこと友好クラ
ブになるのかを考えなければならない、という話がご
ざいました。
現実的な話としては、できれば釧路から１本で行ける
所、先ほど森村さんからもありましたけれども、行く
のに１日、帰るのに１日であれば頻繁に交流も行われ
にくくなるのではないかという話があり、例えば大阪
から車で１～２時間、あるいは羽田や成田から１～２
時間で行ける所は割と時間もとり易く行き易い所がで
きるのではないか、という話がありました。
ただ、そこを最初に持ってきてしまうと、本末転倒の
話になると思うのですが、「多くの候補の中から選ぶ
のがよい」というお話をさせていただきました。以上
です。

Ｆグループ古谷　守生君
Ｆグループ古谷で
す。よろしくお願
いいたします。皆
さんの机の上に参
加メンバーが書か
れていますけれど、
Ｆグループに樋口

さんのお名前がありますけれど樋口さん当日は欠席さ
れておられました。
現行の台北中央ロータリークラブとの姉妹締結の経緯
を天方直前会長から説明をいただきました。「現在の
台北との交流頻度を見直してから国内の友好クラブを
探してはいかがか」という意見もありました。また「交
流も毎年行っておりますけれど、５年サイクルぐらい
で良いのではないか」という意見もありました。その
意見を言われた方は、１度も交流訪問をしていない方
でして、毎年行かれている方は、「行けば必ず楽しい」
というご意見でした。

国内の友好クラブに関して、市内の近隣クラブでは友
好クラブを作っているところがあるのかを確認したと
ころ、先ほど話しに出ておりましたけれど、釧路ベイ
さんが「全国のベイクラブと交流をしております」と
いうお話を聞きました。じゃ釧路つながりで、先ほど
も話が出ておりました「鶴・製紙業・大塚製薬に関連
のある地域のクラブはどうか」という意見もありまし
た。また「観光名所はあまり考慮しないで、特産物が
あるところが良いのではないか」、「良いゴルフ場も必
要だ」という意見もありました。地域では、「沖縄県・
鹿児島県の南国を冬に訪問をしたい」、また「道内では、
函館方面が良い」という意見もありました。
また、ちょっと変わった意見ですけれど、釧路ロータ
リークラブは、浜辺で会員が 100 人の大規模クラブ
ですけれど、関東以南の山奥で極端に会員の少ない
ロータリークラブを探してみて、仕事が定年になって
暇を持て余している方が３カ月ほど滞在をして、毎週
メイクアップに参加をする、という意見もありました。
最期に、国内のロータリークラブで友好クラブを希望
しているクラブがあるかないかを中央に聞いて見ては
どうかという意見がありました。
以上で、Ｆグループの報告を終了させていただきます。

Ｇグループ得地　哉君
　皆さん、こんに
ちは。Ｇグループの
得地です。Ｇグルー
プは会長が同じグ
ループでして、今
日の会長のお話と
被っていますが、

今更原稿は組み替えられませんのでそのまま読ませて
いただきます。
　まずは、前程としての話ですが、台北中央クラブと
の交流のあり方を見直す時に国内友好クラブを新たに
締結することはとても大切で、小さなクラブでも海外・
国内と複数持っているクラブがあるという話がありま
した。そして、ロータリーのメリットについての話も
出まして、ロータリーは世界的・全国的な広がりがあ
り他クラブのメンバーとのコミュニケーションが取れ
ることが大きなメリットで、またメンバーは地域の有
力者の集まりであり、メンバーのネットワークを広げ
ることにより地域にも大きなメリットが生まれるとい
う話がありました。そこで釧路クラブについて考えた
時、次のような話が出ていました。
釧路クラブは、歴史と伝統のあるクラブであり 100
人規模のクラブとしての格があります。釧路クラブは、
釧路の中でインフルエンサー的な存在です。釧路クラ
ブが、釧路を代表するクラブであり釧路を代表する経
済人の集まりであります。故に友好クラブを検討する

際には、経済界中心の付き合いを勘案することが大切
です。クラブの規模からして友好クラブが３つぐらい
あってもおかしくないクラブです。それなりのクラブ
との付き合いにこそメリットもあると思います。釧路
クラブにとってプラスなのかマイナスなのかが大切で
あり影響力がある所との付き合いが大切です。何より
もみんなが納得することが大切であり、釧路クラブに
とって「ヨシ」とするロジックがなくてはいけません。
コンセプトがブレたらダメです。というような意見が
出ていました。
続いて、友好クラブを検討する時に、釧路は北海道の
外れであり、南の国に憧れがあることが１つのポイン
トである。できれば、直行便かそれに準ずる旅程が組
めることが望ましいという話でもありました。
ここからＧグループの主題になってきて、舟木会長の
お話にも被る部分が出てきます。縁もゆかりもない所
であっても新しい出会いとつながりが生まれる。湯沢
市・鳥取市など釧路市の姉妹都市の関係からのアプ
ローチもあるが、いま釧路クラブとして何を重視して
検討をしなければならないのか、から発展しました。
日本製紙がこの状態の中で何をするか。われわれがで
きることは何なのか。釧路の状況を考えながら友好ク
ラブを考えることは大切である。という展開になりま
した。
そこで具体的に出た地名が徳島です。釧路市音別の大
塚製薬。この辺は割愛します。
　まとめとして、今、日本製紙はこのような状況にあ
る中で、大塚グループは重要なターゲットとなり得る
し商工会議所としても取り組みやすい存在であると思
われ、そのために釧路と先方の経済界の結び付きと民
間での交流を深めることは大切です。大塚グループが
釧路を出て行くことを阻止するためには、鳴門・徳島
の経済人とのコミュニケーションが必要であり、何か
があった時のためにもコネクションと信用が大事で
す。
相手としては鳴門クラブ、ダメであれば徳島クラブと
いう具体的な話もありましたが、経済規模の面から見
ると、鳴門市の人口が約６万人、対し徳島市は 25万
人以上なので徳島市の方がベターではないか。徳島市
を経済的なターゲットに、商工会議所の中核メンバー
がいるクラブをターゲットにして検討をしてはどうか
という話が出ました。
いずれにしても、あくまでも徳島の経済人とのつなが
りが大切であるという内容でした。
　以上、雑駁ですが、Ｇグループの発表とさせていた
だきます。ありがとうございました。

Ｈグループ市橋　多佳丞君
　皆さん、こんにちは。Ｈグループで担当をした市橋
です。奇妙なもので、こういったご縁もあるのかなん

て思ってはいるの
ですけれども。い
ると思ったリー
ダーも副リーダー
もいなかったこと
で、皆さんの視線
が私に向いていた
のでとりあえず今ここに立たせていただいておりま
す。
　その情報集会・炉辺会合の中で話されていた内容に
関してですが、いま皆さんがおっしゃっているような
内容が多かったと思っております。やはり日本製紙の
撤退を受けた報道の後だったので、やはり大塚製薬と
いった企業をしっかりとクローズアップして行ったら
どうかという話がありました。鳥取や湯沢という皆さ
んと似たような意見が多かったかと思っております。
それと平行して、台北との付き合い方もしっかりと検
証をしたうえで、続けることは一向に構わない。どう
いう付き合い方をしていくべきなのか、という話があ
りました。
突然振られたので、これくらいしかお話できなくて大
変申し訳ございません。以上で終了させていただきま
す。

Ｉグループ廣部　雅資君
　Ｉグループの廣部です。当日は、お酒も入りました
けれど、相当真面
目に論議ができた
と思いますので発
表をさせていただ
きます。
　まず、討議の前
提として、皆さん
先ほどから台北のお話もありましたけれども、こうい
う話がありました。釧路ロータリーは 100 名以上の
会員が在籍していて地域の中でもリーダー的な存在で
ある。さりながら過去には内向的な一面もありました。
2010 年に台湾・台北との友好関係を築き始めて、
2013 年に台北中央ロータリーとの友好関係を築き、
2016 年のクラブ 80周年の時に台湾中央ロータリー
と提携をしたという経緯を聞きました。
提携については５年が期限で、現在 84周年であと１
年ということもあります。2018 年にアンケートを実
施した話がありました。その内容は、「台北中央ロー
タリーと今後どのような提携をしていった方が良い
か」というアンケートと聞きました。そのアンサーと
して 53.8％の方が「国内クラブとの連携の方が良い」、
15.4% の方が「海外クラブとの提携の方が良い」、そ
して 25.3％の方が「必要ない」という結果だったと
お聞きしております。こういったアンケート結果など

も踏まえながら、今後提携をしていく時にどのように
考えていけば良いかを話しておりました。
その内容としては、「国際理解と親善を目的としたう
えで、われわれと同様の課題があり、ともに活動をす
ることができて、そして長く関係を継続できる所を選
ぶ必要がある。連携をするとしたら人と人との交流・
つながりを大事にしていきたい」。ちなみにですけれ
ども、釧路北ロータリーはイラン、南は韓国、そして
ベイは日本のベイ地域、と提携をしていると聞いてお
ります。
当時の交流で、特別天然記念物の『鶴』と『マリモ』
を台北に贈っているということだったのですけれど
も、天然記念物を贈ることは画期的なことで成果は
あったという話もありました。この鶴は中国系と日本
系の２種類がいるらしくて、日本の固有の鶴はいわゆ
る近親を繰り返しているので身体が小さくなってきて
いることもあり、他の種との交配も必要ということで
非常に重要なことだったとお聞きしております。
次に、選定をしていくにあたって視点はどうなのかで
すけれども、国内友好クラブの選定では「友好をどの
ように考えるかが重要ではないか」という話になりま
した。
２つ視点がありまして、1つは街として・地域として
のつながりに重きをおくのか。もう１つは人としての
つながりに重きをおくということかと思います。街や
地域という意味では先ほどから出てきた長崎や金沢、
徳島と地域性に共通点があるような所という話があっ
たり、また人として、でいうと地区外で見聞を広げる
ことができるということもありました。その中では、
やっぱり№1ロータリー同士で交流を持つこともいい
手ではないかと。合わせて、地の利の良い所と組むこ
とが一番良いのではないかとなりました。例えば、銀
座ロータリーという話なども出てきておりました。
　最後、討議のまとめですけれどもこういった提携は
義務感で参加をするものではなく、ロータリーのメン
バー自身が趣旨を理解したうえで気軽に参加できて、
気軽なメンバーで楽しい交流することが長きにわたっ
て継続できる関係になる。そういう友好関係を築いて
いければ、という話になっております。
これはちょっと私もブルッと震えました。これは誹謗
中傷ではありませんけれど、最後にこんなお話も出て
きました。「十勝は札幌を見ている。だが、釧路は世

界を見ている。このような活動や提携等を通じて釧路
を活性化させて、釧路を『日本のハブ』にしていきた
い」。以上です。

Ｊグループ岩田　信一君
　皆さん、こんに
ちは。Ｊグループの
岩田です。Ｊグルー
プは、リーダー・
副リーダーが良い
のか、資料のとお
り多くの方が参加

していただきました。ありがとうございます。
時間がたくさんあるらしいのですけれども、次年度
85周年を迎え、国内の友好交流をどのようにしてい
くかというテーマで話をさせていただきました。青年
会議所の卒業生が多いということで、「鳥取や暖かい
所で沖縄などと、交流というよりも現地に行って楽し
むことが良いのではないか」「姉妹にしないで友好交
流を目的に楽しめるように」そして「５年スパンで代
えていくのはどうだろうか」「５年間の友好クラブ」「負
担なく各地でゴルフを楽しむ」など、相手のロータリー
次第ですけれども自然消滅しないためにも５年ごとに
代えていくという話がありました。
やはり時間が経つにつれ話が違う方向に行ってしまい
ました。吉田潤司さんが来られたので昔話に花が咲き、
大変有意義な会議でした。ありがとうございます。

クラブ研修委員会　邵　　龍珍委員長　
　発表者の皆さん本当にありがとうございました。わ
れわれの側もせかし過ぎて少し時間が短くなってしま
いました。当日、委員会が各グループの発表者の皆さ
んに「３分しかないのでメモをしてほしい」と言った
のですけれど、今日は本当に皆さん普段ノーペーパー
でお話をされる方が、きちんとスムーズにいくように
準備をしていただいたことに、発表者の皆さんに感謝
を申し上げまして、本日の『情報集会発表会』を終了
させていただきます。
本日はありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。お食事の方は、
どうぞお続けくださ
い。今週の火曜日、
釧路ベイクラブの夜
間例会に参加をして
まいりました。表敬

訪問でしたので、石田ガバナー補佐、樋口ガバナー補
佐副幹事の下、会長・幹事でご挨拶をさせていただき
ました。釧路ベイロータリークラブの例会で気付いた
点がありましたのでお話いたします。
　まず１点は、１テーブルあたりの人数が４名しか
座っておりませんでした。ソーシャルディスタンスが
しっかりとられておりました。またテーブルの上には、
マスクケースが置いてありまして、これも見習いたい
と思っております。また登壇の際の踏み台があり、お
年寄りには優しい気遣いがなされておりました。
　さて、本日の『情報集会』の発表例会のタイトルで
あります。「国内友好クラブについて」の話し合い。
考え方を会員の方から幅広く聞けることを楽しみにし
ておりました。
今年度の会長活動目標の１つ「国内姉妹・友好クラブ
の可能性を調査する」ということでした。これを視野
に入れて行動をする予定でしたが、コロナ禍のために
現在は制限をされて実施に及んでおりませんのが現状
です。ただ会長としては、素案を有しておりますので、

ひとつご紹介をさせていただきたいと思います。
　経緯は釧路との縁を考え、ただの交流だけではなく
経済的な要素も含んだものと考えております。また希
望としては、釧路と比較して温暖な気候の場所、文化
や歴史的興味を持つ所、観光と美味しい食事ができる
こと、などを考えております。
　現在、釧路市では日本製紙の撤退に揺れております
が、日本製紙と普段からのパイプづくりが欠けていた
きらいがあるのではないかと思います。
私が考えておりますことは、いま釧路市となった音別
の大塚製薬との縁を利用して、徳島の鳴門ロータリー
クラブとの関係を視野に入れた情報収集を密かに行っ
ておりました。このロータリークラブには、大塚の関
係者が在籍をされております。鳴門市は位置的には、
鳴門大橋で兵庫県の淡路島と繋がり美しい瀬戸内とそ
の魚介類に恵まれており、鳴門の鯛は最高です。徳島
とは、隣接する位置関係です。釧路と同じ海に面して
立派な港湾施設があり、大塚グループの本拠地にも
なっております。また釧路との関係では、大勢の人が
大塚徳島工場に転勤で移動をしておりまして、釧路市
出身の家族が大勢住んでおります。大事な交通アクセ
スですが、羽田空港経由で徳島空港に真っ直ぐ行くこ
とができます。その他、関空から利用する便もござい
ます。
　また、鳴門市は私の趣味のお遍路の八十八箇寺の一
番札所は霊山寺（りょうぜんじ）としてあり、阿波二
十三箇寺のスタート地点でもございます。近くには、

第一次世界大戦の捕虜収容で有名な「板東俘虜（ばん
どうふりょ）収容所」の跡地があり、クリスマスで歌
うベートーベンの「第九・歓喜の歌」をドイツ人が日
本で初めて合唱したことでも有名です。現在は「ドイ
ツ村」という観光地になっております。
この地は、四季の果物が生り、春には梅の花と桜の花
が満開で、お遍路さんには最高の場所です。夏、徳島
で行われる阿波踊りスポンサーにロータリーメンバー
が入っており、阿波踊り見物も良い席で楽しめそうで
す。
　いろいろ話しましたが、皆さんの好きなゴルフ場も
ございますのでご安心ください。
以上、会長の私案をお話させていただきました。本日
はありがとうございます。

年功バッジの贈呈　舟木　　博会長
　皆さん、こんに
ちは。当クラブで
長年にわたりロー
タリー活動に貢献
された２名の方に
『年功バッジ』がＲ
Ｉ2500 地区より届

いておりますので、ご紹介させていただきます。
それでは、紹介させていただきます。まずは、在籍
30年・白幡　博君、いらっしゃいませんね。続いて、
在籍 40年・吉田　潤司君、ご登壇ください。

「出席優秀会員として、その功績を称え『年功バッジ』
をＲＩ2500 地区より贈呈させていただきます。在籍
40年おめでとうございます」
（在籍 40年吉田潤司会員へ年功バッジ贈呈）

クラブ研修委員会　委員長　邵　　龍珍　会員
　お疲れ様でござ
います。研修委員
会委員長の邵です。
本日は『情報集会
報告会』というこ
とで、過日 10グ
ループに分けて開
催されました。報告者の皆さん、この後よろしくお願
いいたします。
今年度のテーマは、先ほど会長が想いをお話しされま
したので、その想いを汲んで情報集会のテーマとさせ
ていただきましたことをご理解願いたいと思います。
　

また、コロナの感染が拡大している中で、たくさんの
方がご参加いただいて議論を深めていただいたことに
研修委員会を代表いたしまして感謝を申し上げる次第
でございます。
このあと順次発表をしていただきますが、発表者の皆
さんに１つお願いがございます。10グループは初め
てです。１人３分お話されても30分かかりますので、
できれば２分半ほどで終わらし願いたいと思います。
しご登壇されてその店や参加者・日にちなどは割愛し
て本文に入って、起承転結３分以内に発表をしていた
だければ素晴らしいロータリアンではないかと思いま
すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
また諸事情がございましてＤグループ・土橋副会長か
ら発表をしていただいて、その後、Ａ・Ｂ・Ｃと流れて
いきますので、ご登壇、また降壇された後には次のグ
ループの方がと、速やかな流れにしていただければあ
りがたいと思います。よろしくお願いいたします。
それでは、Ｄグループ土橋副会長よろしくお願いいた
します。

Ｄグループ土橋　賢一君
　こんにちは。Ｄグ
ループは人材不足
ではありませんが、
副会長だからと
いって許されませ
ん。
前向きな舟木会長

の後にちょっと言いづらいのですけれども、Ｄグルー
プ副会長の私ではなくＤグループメンバーの一員とし
てお聞きいただければと思います。
　タイムリーにも台北中央ロータリークラブとの姉妹
締結が５年経ちまして、来年の５月にそのあとをどう
しょうかと昨今議論されているところですけれども、
偶然にも周年やガバナーが輩出されて、地区大会が
あったり、そのような関係がありまして、毎年のよう
に行ったり来たりになっていたものですから、皆さん
「負担感」を感じておられる方が多々おられるのでは
ないかと、その上に今回のテーマですから、果たして
本当に大丈夫かと、ですから決して友好クラブを作る
ことが悪いことではないことは百も重々分かっていま
すので、今はコロナも相まって、アクセルを踏んだり
離したり、踏んだり離したりというような心持ちです
から、この話をするのには一番良くない時期だったの
かという感じは受けております。
　１人２分半ですから、秒針が付いていないので分か
らないのですけれども、決して友好クラブを作ること
が悪いことではないと分かっていますので、このコロ
ナが終息した後、またみんなでゆっくり、どうして行っ
たら良いかを検討していただきたい。ということがＤ

グループの意見でした。
　以上です。ありがとうございました。

Ａグループ織田　　亨君
　Ａグループは織
田が発表させてい
ただきます。私た
ちは、11月９日月
曜日、新型コロナ
ウイルス感染が道
内初の 200 名越え

という日で、不安なスタートでしたがお酒が進むにつ
れて、全員が何事もない感じで盛り上がってまいりま
した。まだ当日のメンバーで感染している者はおりま
せんので安心いただければと思います。
　Ａグループは泉先生を中心に、さまざまな釧路市の
歴史等々の話を交えながら、ざっくばらんな会話をさ
せていただいたところです。
そんな中で、まず「当クラブの見聞を広げるために友
好姉妹クラブが必要である」ということはもちろん全
員が一致でした。そして「これは当クラブ単独ではな
くて、釧路 7分区のロータリークラブが合同で行く
方向を探るのが良い」という意見が多くありました。
釧路７分区全体で他のクラブと友好を図ることが一層
の活性化につながるということです。
　そして、選定に当たっては先ほど会長からお話があ
りました音別にある大塚製薬ももちろん、そういう共
通点をきっかけに。例えば鳥取県との交流を模索でき
ないか。また、現在釧路ベイクラブで国内の港湾都市
との交流を図っているので環境が同じ街と交流を図る
ということもどうなのか話しました。また、鹿児島県
産の芋焼酎『真鶴』の鶴と言えば、釧路は『丹頂鶴』。
これを共通項として鹿児島県との交流を模索する、な
どと様々な意見が出されました。
いずれにしても「釧路７分区が合同の形で積極的に進
めて行きたい」という話でした。すみません。以上です。

Ｂグループ山原　活志君
　皆さん、こんに
ちは。Ｂグループの
山原と言います。
よろしくお願いい
たします。Ｂグルー
プは結果的にいう
と、参加した皆さ

ん「姉妹都市の設置は賛成」でした。賛成するにして
も、「当クラブは、転勤の方が多いことから、いろい
ろな情報を持っていることで対応できる」という意見。
あとは「選考委員会等々を組んで、慎重に選考するべ
き」という案がありました。例えば「観光立国ショー

ケースの関係で長崎や石川県の金沢」、あとは「同じ
気候同士の所、また逆に違う気候同士の所で行き来が
あって良いのではないか」という意見がありました。
それで面白い意見、「まずは文通から」がありました。
以上、Ｂグループでした。ありがとうございます。

Ｃグループ森村　好幸君
　皆さん、こんに
ちは。Ｃグループ・
サブリーダーの森
村です。Ｃグループ
は 11月６日に八千
代さんで行われま
した。そのご報告

をしたいと思います。「炉辺会議」というのが私には
よく分からなかったのですけれども、その名のとおり
お酒を酌み交わしながら終始和やかに進められたと
思っています。
クラブとして国内友好クラブの可能性と是非なども含
めていろいろな討議がされました。最初はランダムに
都市の名前が上がってきました。その中で一番多かっ
たものが沖縄でした。友好クラブとして締結するので
あれば会員の皆さんが楽しく何度も交流できる場所が
良いのではないか。行きたい場所が良いのではないか。
そのような理由だったと思います。ただ沖縄にも複数
のクラブがあるので、そのクラブ同士の格も考慮すべ
きではないのかとの意見もありました。
その沖縄ということで、友好クラブを提携する意義は
何だろうとなりましたけれど、「特に見当たらない」
という話になりました。大義名分からいくと、今度は
鳥取が出てきました。「鳥取は釧路市と昭和 38年に
姉妹都市を提携したことで、大義名分では一番良いの
ではないか」となりました。その後、鳥取は鳥取で良
いけれど、会員の皆さんが交流し続けられるような所
か、あまり妥当ではないのでは、という話にもなりま
した。話が多方面にわたりタイムアップになってしま
いました。
まとめとしては、友好クラブとしては、釧路ロータリー
クラブ会員が行きたい場所であること。互いのクラブ
としての格を考慮すること。クラブ間の地理的な距離、
費用負担等も考慮して慎重に考えるべき、という意見
になりました。また相手側の意志も十分必要で、相思
相愛がベストですね。でまとまったと私はそう思って
います。どうもありがとうございました。

Ｅグループ柴崎　主悦君
Ｅグループの柴崎です。短くしようと思っていたとこ
ろで、急にそんなことを言われても長くなるわけはな
いので、チャッチャと終わらせたいと思っております。
Ｅグループは、私もリーダーの芦名さんも、ロータリー

の年数は長くない
ものですから『台
北との経過』をい
ろいろ教えていた
だきました。
その話の中で、こ
れから友好を結ぶ

のは良いけれども「まず一度、そこを検証してみる必
要がある」というお話が先輩、割と古い方々からあり
ました。飲みながら話をしていく中で、皆さんからも
お話があったように「釧路市の友好都市・鳥取」や「秋
田の湯沢」、「鶴が縁で岡山」、「鹿児島の出水」はどう
か、という話がありました。
いずれにしても、「大義名分、なぜそことなのかが大
事ではないか」という話。もうひとつは、鳥取なら鳥
取でも良いのですけれども、釧路と同じように鳥取の
街にも幾つものロータリーがあって、どこと友好クラ
ブになるのかを考えなければならない、という話がご
ざいました。
現実的な話としては、できれば釧路から１本で行ける
所、先ほど森村さんからもありましたけれども、行く
のに１日、帰るのに１日であれば頻繁に交流も行われ
にくくなるのではないかという話があり、例えば大阪
から車で１～２時間、あるいは羽田や成田から１～２
時間で行ける所は割と時間もとり易く行き易い所がで
きるのではないか、という話がありました。
ただ、そこを最初に持ってきてしまうと、本末転倒の
話になると思うのですが、「多くの候補の中から選ぶ
のがよい」というお話をさせていただきました。以上
です。

Ｆグループ古谷　守生君
Ｆグループ古谷で
す。よろしくお願
いいたします。皆
さんの机の上に参
加メンバーが書か
れていますけれど、
Ｆグループに樋口

さんのお名前がありますけれど樋口さん当日は欠席さ
れておられました。
現行の台北中央ロータリークラブとの姉妹締結の経緯
を天方直前会長から説明をいただきました。「現在の
台北との交流頻度を見直してから国内の友好クラブを
探してはいかがか」という意見もありました。また「交
流も毎年行っておりますけれど、５年サイクルぐらい
で良いのではないか」という意見もありました。その
意見を言われた方は、１度も交流訪問をしていない方
でして、毎年行かれている方は、「行けば必ず楽しい」
というご意見でした。

国内の友好クラブに関して、市内の近隣クラブでは友
好クラブを作っているところがあるのかを確認したと
ころ、先ほど話しに出ておりましたけれど、釧路ベイ
さんが「全国のベイクラブと交流をしております」と
いうお話を聞きました。じゃ釧路つながりで、先ほど
も話が出ておりました「鶴・製紙業・大塚製薬に関連
のある地域のクラブはどうか」という意見もありまし
た。また「観光名所はあまり考慮しないで、特産物が
あるところが良いのではないか」、「良いゴルフ場も必
要だ」という意見もありました。地域では、「沖縄県・
鹿児島県の南国を冬に訪問をしたい」、また「道内では、
函館方面が良い」という意見もありました。
また、ちょっと変わった意見ですけれど、釧路ロータ
リークラブは、浜辺で会員が 100 人の大規模クラブ
ですけれど、関東以南の山奥で極端に会員の少ない
ロータリークラブを探してみて、仕事が定年になって
暇を持て余している方が３カ月ほど滞在をして、毎週
メイクアップに参加をする、という意見もありました。
最期に、国内のロータリークラブで友好クラブを希望
しているクラブがあるかないかを中央に聞いて見ては
どうかという意見がありました。
以上で、Ｆグループの報告を終了させていただきます。

Ｇグループ得地　哉君
　皆さん、こんに
ちは。Ｇグループの
得地です。Ｇグルー
プは会長が同じグ
ループでして、今
日の会長のお話と
被っていますが、

今更原稿は組み替えられませんのでそのまま読ませて
いただきます。
　まずは、前程としての話ですが、台北中央クラブと
の交流のあり方を見直す時に国内友好クラブを新たに
締結することはとても大切で、小さなクラブでも海外・
国内と複数持っているクラブがあるという話がありま
した。そして、ロータリーのメリットについての話も
出まして、ロータリーは世界的・全国的な広がりがあ
り他クラブのメンバーとのコミュニケーションが取れ
ることが大きなメリットで、またメンバーは地域の有
力者の集まりであり、メンバーのネットワークを広げ
ることにより地域にも大きなメリットが生まれるとい
う話がありました。そこで釧路クラブについて考えた
時、次のような話が出ていました。
釧路クラブは、歴史と伝統のあるクラブであり 100
人規模のクラブとしての格があります。釧路クラブは、
釧路の中でインフルエンサー的な存在です。釧路クラ
ブが、釧路を代表するクラブであり釧路を代表する経
済人の集まりであります。故に友好クラブを検討する

際には、経済界中心の付き合いを勘案することが大切
です。クラブの規模からして友好クラブが３つぐらい
あってもおかしくないクラブです。それなりのクラブ
との付き合いにこそメリットもあると思います。釧路
クラブにとってプラスなのかマイナスなのかが大切で
あり影響力がある所との付き合いが大切です。何より
もみんなが納得することが大切であり、釧路クラブに
とって「ヨシ」とするロジックがなくてはいけません。
コンセプトがブレたらダメです。というような意見が
出ていました。
続いて、友好クラブを検討する時に、釧路は北海道の
外れであり、南の国に憧れがあることが１つのポイン
トである。できれば、直行便かそれに準ずる旅程が組
めることが望ましいという話でもありました。
ここからＧグループの主題になってきて、舟木会長の
お話にも被る部分が出てきます。縁もゆかりもない所
であっても新しい出会いとつながりが生まれる。湯沢
市・鳥取市など釧路市の姉妹都市の関係からのアプ
ローチもあるが、いま釧路クラブとして何を重視して
検討をしなければならないのか、から発展しました。
日本製紙がこの状態の中で何をするか。われわれがで
きることは何なのか。釧路の状況を考えながら友好ク
ラブを考えることは大切である。という展開になりま
した。
そこで具体的に出た地名が徳島です。釧路市音別の大
塚製薬。この辺は割愛します。
　まとめとして、今、日本製紙はこのような状況にあ
る中で、大塚グループは重要なターゲットとなり得る
し商工会議所としても取り組みやすい存在であると思
われ、そのために釧路と先方の経済界の結び付きと民
間での交流を深めることは大切です。大塚グループが
釧路を出て行くことを阻止するためには、鳴門・徳島
の経済人とのコミュニケーションが必要であり、何か
があった時のためにもコネクションと信用が大事で
す。
相手としては鳴門クラブ、ダメであれば徳島クラブと
いう具体的な話もありましたが、経済規模の面から見
ると、鳴門市の人口が約６万人、対し徳島市は 25万
人以上なので徳島市の方がベターではないか。徳島市
を経済的なターゲットに、商工会議所の中核メンバー
がいるクラブをターゲットにして検討をしてはどうか
という話が出ました。
いずれにしても、あくまでも徳島の経済人とのつなが
りが大切であるという内容でした。
　以上、雑駁ですが、Ｇグループの発表とさせていた
だきます。ありがとうございました。

Ｈグループ市橋　多佳丞君
　皆さん、こんにちは。Ｈグループで担当をした市橋
です。奇妙なもので、こういったご縁もあるのかなん

て思ってはいるの
ですけれども。い
ると思ったリー
ダーも副リーダー
もいなかったこと
で、皆さんの視線
が私に向いていた
のでとりあえず今ここに立たせていただいておりま
す。
　その情報集会・炉辺会合の中で話されていた内容に
関してですが、いま皆さんがおっしゃっているような
内容が多かったと思っております。やはり日本製紙の
撤退を受けた報道の後だったので、やはり大塚製薬と
いった企業をしっかりとクローズアップして行ったら
どうかという話がありました。鳥取や湯沢という皆さ
んと似たような意見が多かったかと思っております。
それと平行して、台北との付き合い方もしっかりと検
証をしたうえで、続けることは一向に構わない。どう
いう付き合い方をしていくべきなのか、という話があ
りました。
突然振られたので、これくらいしかお話できなくて大
変申し訳ございません。以上で終了させていただきま
す。

Ｉグループ廣部　雅資君
　Ｉグループの廣部です。当日は、お酒も入りました
けれど、相当真面
目に論議ができた
と思いますので発
表をさせていただ
きます。
　まず、討議の前
提として、皆さん
先ほどから台北のお話もありましたけれども、こうい
う話がありました。釧路ロータリーは 100 名以上の
会員が在籍していて地域の中でもリーダー的な存在で
ある。さりながら過去には内向的な一面もありました。
2010 年に台湾・台北との友好関係を築き始めて、
2013 年に台北中央ロータリーとの友好関係を築き、
2016 年のクラブ 80周年の時に台湾中央ロータリー
と提携をしたという経緯を聞きました。
提携については５年が期限で、現在 84周年であと１
年ということもあります。2018 年にアンケートを実
施した話がありました。その内容は、「台北中央ロー
タリーと今後どのような提携をしていった方が良い
か」というアンケートと聞きました。そのアンサーと
して 53.8％の方が「国内クラブとの連携の方が良い」、
15.4% の方が「海外クラブとの提携の方が良い」、そ
して 25.3％の方が「必要ない」という結果だったと
お聞きしております。こういったアンケート結果など

も踏まえながら、今後提携をしていく時にどのように
考えていけば良いかを話しておりました。
その内容としては、「国際理解と親善を目的としたう
えで、われわれと同様の課題があり、ともに活動をす
ることができて、そして長く関係を継続できる所を選
ぶ必要がある。連携をするとしたら人と人との交流・
つながりを大事にしていきたい」。ちなみにですけれ
ども、釧路北ロータリーはイラン、南は韓国、そして
ベイは日本のベイ地域、と提携をしていると聞いてお
ります。
当時の交流で、特別天然記念物の『鶴』と『マリモ』
を台北に贈っているということだったのですけれど
も、天然記念物を贈ることは画期的なことで成果は
あったという話もありました。この鶴は中国系と日本
系の２種類がいるらしくて、日本の固有の鶴はいわゆ
る近親を繰り返しているので身体が小さくなってきて
いることもあり、他の種との交配も必要ということで
非常に重要なことだったとお聞きしております。
次に、選定をしていくにあたって視点はどうなのかで
すけれども、国内友好クラブの選定では「友好をどの
ように考えるかが重要ではないか」という話になりま
した。
２つ視点がありまして、1つは街として・地域として
のつながりに重きをおくのか。もう１つは人としての
つながりに重きをおくということかと思います。街や
地域という意味では先ほどから出てきた長崎や金沢、
徳島と地域性に共通点があるような所という話があっ
たり、また人として、でいうと地区外で見聞を広げる
ことができるということもありました。その中では、
やっぱり№1ロータリー同士で交流を持つこともいい
手ではないかと。合わせて、地の利の良い所と組むこ
とが一番良いのではないかとなりました。例えば、銀
座ロータリーという話なども出てきておりました。
　最後、討議のまとめですけれどもこういった提携は
義務感で参加をするものではなく、ロータリーのメン
バー自身が趣旨を理解したうえで気軽に参加できて、
気軽なメンバーで楽しい交流することが長きにわたっ
て継続できる関係になる。そういう友好関係を築いて
いければ、という話になっております。
これはちょっと私もブルッと震えました。これは誹謗
中傷ではありませんけれど、最後にこんなお話も出て
きました。「十勝は札幌を見ている。だが、釧路は世

界を見ている。このような活動や提携等を通じて釧路
を活性化させて、釧路を『日本のハブ』にしていきた
い」。以上です。

Ｊグループ岩田　信一君
　皆さん、こんに
ちは。Ｊグループの
岩田です。Ｊグルー
プは、リーダー・
副リーダーが良い
のか、資料のとお
り多くの方が参加

していただきました。ありがとうございます。
時間がたくさんあるらしいのですけれども、次年度
85周年を迎え、国内の友好交流をどのようにしてい
くかというテーマで話をさせていただきました。青年
会議所の卒業生が多いということで、「鳥取や暖かい
所で沖縄などと、交流というよりも現地に行って楽し
むことが良いのではないか」「姉妹にしないで友好交
流を目的に楽しめるように」そして「５年スパンで代
えていくのはどうだろうか」「５年間の友好クラブ」「負
担なく各地でゴルフを楽しむ」など、相手のロータリー
次第ですけれども自然消滅しないためにも５年ごとに
代えていくという話がありました。
やはり時間が経つにつれ話が違う方向に行ってしまい
ました。吉田潤司さんが来られたので昔話に花が咲き、
大変有意義な会議でした。ありがとうございます。

クラブ研修委員会　邵　　龍珍委員長　
　発表者の皆さん本当にありがとうございました。わ
れわれの側もせかし過ぎて少し時間が短くなってしま
いました。当日、委員会が各グループの発表者の皆さ
んに「３分しかないのでメモをしてほしい」と言った
のですけれど、今日は本当に皆さん普段ノーペーパー
でお話をされる方が、きちんとスムーズにいくように
準備をしていただいたことに、発表者の皆さんに感謝
を申し上げまして、本日の『情報集会発表会』を終了
させていただきます。
本日はありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■舟木　　博君　無事に表敬訪問例会を終了しました。ありがとうございます。
　

今年度累計　　224,000 円　　


